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Ⅰ 調査の概要 

（１）調査の目的 

本調査は、四日市市こども計画の策定にあたり、本市の子ども・若者や子育て世帯の状況を把

握、教育・保育、子ども・子育て支援に関する現在の利用状況及び今後の利用希望を把握し、本

市がこれから取り組んでいく事業の計画の策定に向けた基礎資料とすることを目的として実施し

ました。 

 

（２）調査対象及び方法 

３種の調査を実施しました。実施した調査別の調査対象・方法等は以下の通りです。 

 

調査名 調査対象者 調査方法 調査期間 

【未就学保護者対象】 

量の見込み等調査 

市内に居住する０～５歳

児の保護者 3,500 件を抽

出 

郵送配付・

郵送回収 
令和６年 

１月１５日～ 

１月３１日 

期限延長（２月１６

日まで） 

【小学生低学年保護者対象】 

量の見込み等調査 

市立小学校１～３年生の

保護者全員 

学校配付・

ＷＥＢ回答 

こども施策検討に関する調査 

市立中学校３年生全員 

市内の高等学校の２年生

または３年生 

学校配付・

ＷＥＢ回答 
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（３）回収結果 

各調査の配付数・回収数・回収率は以下の通りです。 

 

調査名 配付数 回収数 回収率 

【未就学保護者対象】 

量の見込み等調査 
3,500 件 

2,401 件 

・０歳：581 件 ・１歳：334 件 

・２歳：290 件 ・３歳：357 件 

・４歳：396 件 ・５歳：383 件 

・不明：60 件 

68.6％ 

【小学生低学年保護者対象】 

量の見込み等調査 

7,286 件 

１年生：2,433 件 

２年生：2,493 件 

３年生：2,360 件 

4,210 件 

・１年生：1,477 件 

・２年生：1,465 件 

・３年生：1,242 件 

・不明 ：   26 件 

57.8％ 

こども施策検討に関する

調査 

6,548 件 

中学生：2,763 件 

高校生：3,785 件 

1,081 件 

・中学生：851 件 

・高校生：218 件 

・不明 ： 12 件 

16.5％ 

中学生：30.8％ 

高校生： 5.8％ 

 

（４）調査結果の見方 

●回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第

２位で四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ

方式）であっても合計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の分

析文、グラフ、表においても反映しています。 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ご

との有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超え

る場合があります。 

●図表中において「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別

が困難なものです。 

●図表中の「N（number of cases）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件

に該当する人）を表しています。 

●本文中の設問は簡略化している場合があります。  
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Ⅱ 【未就学保護者対象】量の⾒込み等調査結果 

問１ お住まいの地域の小学校区は、どちらですか。 

「小学校区がわからない」を除くと、「大矢知興譲」が 5.8％で最も多く、次いで「常磐」が

4.5％、「富田」が 4.3％となっています。 

 

 

  

1.0 

1.3 

3.3 

2.3 

4.3 

3.2 

3.0 

4.5 

3.4 

3.6 

2.4 

2.6 

1.7 

1.3 

3.6 

4.0 

1.4 

1.1 

2.9 

0.8 

1.9 

3.4 

3.6 

4.4 

3.1 

3.4 

5.5 

3.6 

3.4 

1.4 

2.8 

0.7 

0.9 

1.0 

2.5 

3.1 

2.6 

1.9 

3.3 

0% 1% 2% 3% 4% 5% 6% 7% 8% 9%

中央

中部西

浜田

富洲原

富田

羽津

羽津北

常磐

常磐西

日永

泊山

四郷

笹川

笹川東

笹川西

高花平

内部

内部東

塩浜

小山田

川島

1.8 

2.3 

1.2 

3.3 

1.2 

2.6 

0.6 

2.5 

2.7 

0.9 

3.1 

5.8 

1.9 

0.9 

2.0 

3.5 

2.2 

2.1 

8.3 

2.5 

2.2 

1.3 

3.5 

1.4 

2.5 

0.8 

2.9 

2.2 

0.7 

3.2 

5.3 

3.5 

1.6 

3.7 

2.6 

2.7 

3.9 

0% 1% 2% 3% 4% 5% 6% 7% 8% 9%

神前

桜

桜台

三重

三重西

大谷台

三重北

県

八郷

八郷西

下野

大矢知興譲

河原田

水沢

保々

海蔵

橋北

楠

小学校区がわからない

令和６年就学前

（N=2,401）

平成30年就学前

（N=2,207）
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問２ あて名のお子さんの生年月をご記入ください。 

回答された生年月に基づき、子どもの年齢（学年）を算出しました。「０歳」が 24.2％で最も多

くなっています。 

 

 
 

問３ あて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。また、２人以上のお子さ

んがいらっしゃる場合は、一番下のお子さんの生年月をご記入ください。 

子どもの人数は「２人」が 41.0％で最も多く、次いで「１人」が 36.8％となっています。 

 

 
 

  

24.2 

13.9 

12.1 

14.9 

16.5 

16.0 

2.5 

19.2 

13.6 

16.3 

15.2 

16.5 

18.4 

0.9 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

０歳

１歳

２歳

３歳（年少）

４歳（年中）

５歳（年長）

不明・無回答
令和６年就学前（N=2,401）

平成30年就学前（N=2,227）

36.8 

41.0 

15.3 

2.8 

4.1 

28.0 

48.9 

17.3 

3.6 

2.2 

0% 20% 40% 60%

１人

２人

３人

４人以上

不明・無回答

きょうだい数

令和６年就学前

（N=2,401）

平成30年就学前

（N=2,227）

28.7 

12.7 

12.0 

14.2 

13.2 

12.4 

6.8 

0% 10% 20% 30% 40%

０歳

１歳

２歳

３歳（年少）

４歳（年中）

５歳（年長）

不明・無回答

末子の年齢

令和６年就学前（N=1,420）
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問４ あて名のお子さんは、多胎児（双子、三つ子など）ですか。 

多胎児であるという回答は 0.8％となっています。 

 

問５ このアンケートにご回答いただいている方の、あて名のお子さんからみた関係をお答えく

ださい。 

「母親」が 83.6％、「父親」が 14.5％となっています。 

 

問６ このアンケートにご回答いただいている方の世帯状況についてお答えください。 

「ふたり親世帯」が 92.0％となっており、「母子世帯」が 4.5％、「父子世帯」が 0.2％となって

います。 

 

  

0.8 

96.9 2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年就学前

（N=2,401）

はい いいえ 不明・無回答

83.6 

89.8 

14.5 

9.7 

0.3 

0.3 

1.6 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年就学前

（N=2,401）

平成30年就学前

（N=2,227）

母親 父親 その他 不明・無回答

92.0 4.5 

0.2 1.7 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年就学前

（N=2,401）

ふたり親世帯 母子世帯 父子世帯 その他の世帯 不明・無回答
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問７ あて名のお子さんの子育てを主に行っている方は、あて名のお子さんからみて、どなたで

すか。 

「父母ともに」が 59.3％で最も多く、次いで「主に母親」が 37.9％となっています。前回調査

と比べると、「父母ともに」が増加し、「主に母親」が減少しています。 

母親の就労状況別にみると、母親の就労時間が長いほど「父母ともに」が多く、「主に母親」が

少なくなっています。 

 

 

■母親の就労状況別の集計 

  

59.3 

37.9 

0.5 

0.2 

0.0

0.4 

1.7 

51.0 

47.4 

0.4 

0.7 

0.0

0.2 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖母

主に祖父

その他

不明・無回答 令和６年就学前（N=2,401）

平成30年就学前（N=2,227）

単位（％）

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖母 主に祖父 その他
不明・無回

答

59.3 37.9 0.5 0.2 0.0 0.4 1.7

週に30時間以上で働いている（N=669） 68.8 28.3 0.4 0.1 0.1 0.9 1.3

週に16時間以上、30時間未満で働いている（N=404） 58.7 38.9 0.0 0.0 0.0 0.5 2.0

週に16時間未満で働いている（N=166） 51.8 44.6 0.6 0.6 0.0 0.0 2.4

休職中だが、週に30時間以上での復帰を予定している

（N=257）
63.8 35.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2

休職中だが、週に30時間未満での復帰を予定している

（N=81）
65.4 33.3 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0

現在求職中である（N=26） 46.2 46.2 0.0 0.0 0.0 3.8 3.8

現在仕事をしていない（休職中を含む）が、仕事をし

たい（復帰したい）（N=422）
50.5 46.7 0.5 0.0 0.0 0.0 2.4

現在仕事をしておらず（休職中を含む）、今のところ

仕事をする（復帰する）予定はない（N=321）
54.5 44.2 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2

その他（N=27） 48.1 44.4 0.0 0.0 0.0 3.7 3.7

全体（N=2,401）

母

親

の

就

労

状

況
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問８ 日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。【複数回答】 

「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が 60.9％で最も多く、次いで

「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」28.8％となっています。「いずれもいない」が 13.8％

となっています。 

母親の就労状況別にみると、母親が「現在仕事をしていない」場合に「いずれもいない」が多

くなっています。 

 

 

 

■母親の就労状況別の集計 

  

28.8 

60.9 

1.7 

10.2 

13.8 

1.5 

28.6 

60.1 

2.0 

11.6 

12.3 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

いずれもいない

不明・無回答 令和６年就学前（N=2,401）

平成30年就学前（N=2,227）

単位（％）

日常的に祖父

母等の親族に

みてもらえる

緊急時もしく

は用事の際に

は祖父母等の

親族にみても

らえる

日常的に子ど

もをみてもら

える友人・知

人がいる

緊急時もしく

は用事の際に

は子どもをみ

てもらえる友

人・知人がい

る

いずれもいな

い
不明・無回答

28.8 60.9 1.7 10.2 13.8 1.5

週に30時間以上で働いている（N=669） 29.1 60.4 1.8 8.5 13.3 1.0

週に16時間以上、30時間未満で働いている（N=404） 24.5 62.9 1.7 12.1 12.6 1.7

週に16時間未満で働いている（N=166） 36.1 62.7 1.8 15.7 6.6 2.4

休職中だが、週に30時間以上での復帰を予定している

（N=257）
30.0 64.6 1.6 6.2 12.1 0.8

休職中だが、週に30時間未満での復帰を予定している

（N=81）
39.5 60.5 3.7 7.4 8.6 0.0

現在求職中である（N=26） 23.1 57.7 3.8 7.7 11.5 3.8

現在仕事をしていない（休職中を含む）が、仕事をし

たい（復帰したい）（N=422）
26.8 59.2 1.2 11.1 17.5 2.6

現在仕事をしておらず（休職中を含む）、今のところ

仕事をする（復帰する）予定はない（N=321）
27.1 57.3 1.9 10.9 19.0 1.2

その他（N=27） 48.1 51.9 3.7 11.1 7.4 3.7

全体（N=2,401）

母

親

の

就

労

状

況
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問９ あて名のお子さんの母親の現在の就労状況（自営業、家族従事者を含む）についてお答え

ください。 

「週に 30 時間以上で働いている」が 27.9％で最も多く、次いで「現在仕事をしていない（休職

中を含む）が、仕事をしたい（復帰したい）」が17.6％、「週に16時間以上、30時間未満で働いて

いる」が 16.8％となっています。 

 

 

  

27.9 

16.8 

6.9 

10.7 

3.4 

1.1 

17.6 

13.4 

1.1 

1.2 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

週に30時間以上で働いている

週に16時間以上、30時間未満で働いている

週に16時間未満で働いている

休職中だが、週に30時間以上での復帰を予定している

休職中だが、週に30時間未満での復帰を予定している

現在求職中である

現在仕事をしていない（休職中を含む）が、仕事をしたい

（復帰したい）

現在仕事をしておらず（休職中を含む）、今のところ仕事を

する（復帰する）予定はない

その他

不明・無回答

令和６年就学前（N=2,401）



9 

問９で「現在仕事をしていない（休職中を含む）が、仕事をしたい（復帰したい）」と回答した人のみ 

問９－１ 働く希望がありながら、現在働いていない理由についてお答えください。 

「今は、子育てや家事などに専念したいから」が 42.7％で最も多く、次いで「働きながら子育

てできる適当な仕事がないから」が 20.6％、「利用したいところに子どもを預けられるサービスが

ないから」が 10.0％となっています。 

前回調査と比べると、「今は、子育てや家事などに専念したいから」が減少し、「働きながら子

育てできる適当な仕事がないから」が増加しています。 

 

 
※「病気や障がいがあるから」「家族・親族などを介護しなければならないから」「現在学生である、または

就学を予定しているから」は今回調査のみの項目。 

  

42.7 

20.6 

10.0 

4.3 

3.3 

2.1 

0.5 

0.5 

0.2 

11.8 

4.0 

53.8 

13.3 

7.0 

5.3 

3.3 

1.4 

12.3 

3.7 

0% 20% 40% 60%

今は、子育てや家事などに専念したいから

働きながら子育てできる適当な仕事がないから

利用したいところに子どもを預けられるサービスが

ないから

希望する条件・職種の仕事がないから

病気や障がいがあるから

希望する時間に合ったサービスがないから

家族・親族などを介護しなければならないから

現在学生である、または就学を予定しているから

働くことに家族が反対するから

その他

不明・無回答
令和６年就学前（N=422）

平成30年就学前（N=701）
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問 10 あて名のお子さんの父親の現在の就労状況（自営業、家族従事者を含む）についてお答え

ください。 

「週に 30 時間以上で働いている」が 91.3％で最も多くなっています。 

 

 
 

  

91.3 

0.9 

0.2 

1.2 

0.0

0.2 

0.6 

0.1 

0.3 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に30時間以上で働いている

週に16時間以上、30時間未満で働いている

週に16時間未満で働いている

休職中だが、週に30時間以上での復帰を予定している

休職中だが、週に30時間未満での復帰を予定している

現在求職中である

現在仕事をしていない（休職中を含む）が、仕事をしたい

（復帰したい）

現在仕事をしておらず（休職中を含む）、今のところ仕事を

する（復帰する）予定はない

その他

不明・無回答

令和６年就学前（N=2,401）
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問 10 で「現在仕事をしていない（休職中を含む）が、仕事をしたい（復帰したい）」と回答した人のみ 

問 10－１ 働く希望がありながら、現在働いていない理由についてお答えください。 

回答者数は少数ですが、「病気や障がいがあるから」が 50.0％で最も多くなっています。 

 

 
※「病気や障がいがあるから」「家族・親族などを介護しなければならないから」「現在学生である、または

就学を予定しているから」は今回調査のみの項目。 

  

50.0 

14.3 

14.3 

7.1 

0.0

0.0

0.0

0.0

7.1 

7.1 

0.0

0.0

50.0 

16.7 

0.0

0.0

33.3 

0.0

0% 20% 40% 60%

病気や障がいがあるから

利用したいところに子どもを預けられるサービスが

ないから

今は、子育てや家事などに専念したいから

希望する条件・職種の仕事がないから

希望する時間に合ったサービスがないから

働きながら子育てできる適当な仕事がないから

働くことに家族が反対するから

家族・親族などを介護しなければならないから

現在学生である、または就学を予定しているから

その他

不明・無回答
令和６年就学前（N=14）

平成30年就学前（N=6）
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問 11 あて名のお子さんは現在、幼稚園や保育園などの「定期的な教育・保育事業」を利用され

ていますか。 

「利用している」が 67.4％、「利用していない」が 32.3％となっています。 

子どもの年齢別にみると、上の年齢ほど「利用している」が多く、３歳以上はほぼ 100％が「利

用している」と回答しています。 

 

 

■子どもの年齢別の集計 

 

  

67.4 

65.8 

32.3 

34.1 

0.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年就学前

（N=2,401）

平成30年就学前

（N=2,227）

利用している 利用していない 不明・無回答

単位（％）

利用している 利用していない 不明・無回答

67.4 32.3 0.3

０歳（N=581） 14.5 85.2 0.3

１歳（N=334） 44.9 54.8 0.3

２歳（N=290） 73.8 25.9 0.3

３歳（N=357） 98.0 1.7 0.3

４歳（N=396） 99.5 0.5 0.0

５歳（N=383） 99.5 0.3 0.3

全体（N=2,401）

年

齢

別



13 

問 12 あて名のお子さんは、平日、どのような教育・保育事業を利用していますか。年間を通じ

て「定期的に」利用している事業をお答えください。 

「保育園」が 41.5％で最も多く、次いで「幼稚園（通常の就園時間の利用）」が 34.4％、「認定

こども園（保育園としての利用）」が 13.5％となっています。 

子どもの年齢別にみると、０～２歳では「保育園」が多く、３～５歳では「幼稚園」が「保育

園」よりやや多くなっています。母親の就労状況別にみると、母親が週 16 時間以上で就労してい

る場合は「保育園」が多く、母親が就労していないか、週 16 時間未満の就労の場合は「幼稚園」

が多くなっています。 

 
※「認定こども園（幼稚園としての利用）」「認定こども園（保育園としての利用）」「障がいのある子どもの

通園療育や児童発達支援」は今回調査のみの項目。「認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ

施設）」は前回調査のみの項目。 

  

34.4 

7.6 

41.5 

1.7 

13.5 

2.5 

1.7 

2.3 

0.4 

4.1 

1.2 

0.5 

43.1 

22.3 

47.4 

4.3 

1.2 

1.4 

1.4 

0.1 

2.0 

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

幼稚園（通常の就園時間の利用）

幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる

事業のうち定期的な利用のみ）

保育園

認定こども園（幼稚園としての利用）

認定こども園（保育園としての利用）

認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設）

小規模保育施設

（定員６人以上19人以下の小規模な保育施設）

事業所内保育施設（企業が主に従業員用に運営する施設）

その他の保育施設（認可外保育所や託児施設）

ファミリー・サポート・センター

（会員同士の互助的な保育支援）

障がいのある子どもの通園療育や児童発達支援

その他

不明・無回答 令和６年就学前（N=1,619）

平成30年就学前（N=1,466）
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■子どもの年齢別・母親の就労状況別の集計 

 
 
  

単位（％）

幼稚園（通常

の就園時間の

利用）

幼稚園の預か

り保育（通常

の就園時間を

延長して預か

る事業のうち

定期的な利用

のみ）

保育園

認定こども園

（幼稚園とし

ての利用）

認定こども園

（保育園とし

ての利用）

小規模保育施

設（定員６人

以上19人以下

の小規模な保

育施設）

34.4 7.6 41.5 1.7 13.5 2.5

０歳（N=84） 3.6 0.0 60.7 0.0 9.5 7.1

１歳（N=150） 2.0 0.7 56.7 0.0 12.0 10.0

２歳（N=214） 21.0 3.3 45.3 1.9 14.5 7.5

３歳（N=350） 44.6 11.4 34.9 2.3 11.7 0.3

４歳（N=394） 41.4 8.1 38.3 2.5 17.0 0.0

５歳（N=381） 44.6 10.5 39.9 0.8 12.3 0.0

週に30時間以上で働いている（N=646） 10.4 7.3 62.2 0.3 17.6 2.9

週に16時間以上、30時間未満で働いている（N=379） 28.0 12.4 45.4 0.5 16.6 2.9

週に16時間未満で働いている（N=131） 72.5 11.5 15.3 0.8 6.1 1.5

休職中だが、週に30時間以上での復帰を予定している

（N=55）
18.2 5.5 49.1 3.6 14.5 5.5

休職中だが、週に30時間未満での復帰を予定している

（N=19）
21.1 0.0 47.4 0.0 21.1 0.0

現在求職中である（N=11） 36.4 0.0 45.5 0.0 9.1 0.0

現在仕事をしていない（休職中を含む）が、仕事をし

たい（復帰したい）（N=183）
68.9 3.3 9.8 6.6 4.4 1.1

現在仕事をしておらず（休職中を含む）、今のところ

仕事をする（復帰する）予定はない（N=161）
83.9 1.2 4.3 5.0 1.9 0.6

その他（N=11） 36.4 18.2 36.4 0.0 18.2 9.1

事業所内保育

施設（企業が

主に従業員用

に運営する施

設）

その他の保育

施設（認可外

保育所や託児

施設）

ファミリー・

サポート・セ

ンター（会員

同士の互助的

な保育支援）

障がいのある

子どもの通園

療育や児童発

達支援

その他 不明・無回答

1.7 2.3 0.4 4.1 1.2 0.5

０歳（N=84） 8.3 10.7 1.2 0.0 1.2 0.0

１歳（N=150） 8.0 7.3 1.3 3.3 2.7 0.0

２歳（N=214） 2.3 2.8 0.0 3.3 4.2 1.4

３歳（N=350） 0.9 1.7 0.6 5.7 0.0 0.3

４歳（N=394） 0.0 0.8 0.0 4.3 0.8 0.3

５歳（N=381） 0.0 0.5 0.3 3.4 0.3 0.5

週に30時間以上で働いている（N=646） 2.5 2.9 0.6 1.5 0.6 0.3

週に16時間以上、30時間未満で働いている（N=379） 1.8 2.4 0.3 3.7 0.8 1.3

週に16時間未満で働いている（N=131） 0.0 2.3 0.8 4.6 1.5 0.0

休職中だが、週に30時間以上での復帰を予定している

（N=55）
3.6 3.6 0.0 3.6 1.8 0.0

休職中だが、週に30時間未満での復帰を予定している

（N=19）
5.3 0.0 0.0 10.5 0.0 0.0

現在求職中である（N=11） 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0

現在仕事をしていない（休職中を含む）が、仕事をし

たい（復帰したい）（N=183）
0.5 1.1 0.0 10.9 2.7 0.5

現在仕事をしておらず（休職中を含む）、今のところ

仕事をする（復帰する）予定はない（N=161）
0.0 0.6 0.0 6.8 2.5 0.0

その他（N=11） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体（N=1,619）

年

齢

別

母

親

の

就

労

状

況

全体（N=1,619）

年

齢

別

母

親

の

就

労

状

況



15 

問 12 で「利用している」と回答した人のみ 

問 13 問 12 で回答した教育・保育事業のうち、主に利用している（最も利用日数の多い）教育・

保育事業はどれですか。 

「保育園」が 41.1％で最も多く、次いで「幼稚園（通常の就園時間の利用）」が 33.5％、「認定

こども園（保育園としての利用）」が 13.2％となっています。 

 

 

  

33.5 

1.8 

41.1 

1.5 

13.2 

2.3 

1.6 

2.0 

0.0

1.1 

0.8 

1.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

幼稚園（通常の就園時間の利用）

幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる

事業のうち定期的な利用のみ）

保育園

認定こども園（幼稚園としての利用）

認定こども園（保育園としての利用）

小規模保育施設

（定員６人以上19人以下の小規模な保育施設）

事業所内保育施設（企業が主に従業員用に運営する施設）

その他の保育施設（認可外保育所や託児施設）

ファミリー・サポート・センター

（会員同士の互助的な保育支援）

障がいのある子どもの通園療育や児童発達支援

その他

不明・無回答

令和６年就学前（N=1,619）
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問 12 で「利用している」と回答した人のみ 

問 14 問 13 で回答した主に利用している（最も利用日数の多い）教育・保育事業を、現在どれく

らい利用していますか。平均的な利用日数をお答えください。 

「週に５日」が 89.1％で最も多くなっています。 

 

 
 

問 12 で「利用している」と回答した人のみ 

問 15 問 13 で回答した主に利用している（最も利用日数の多い）教育・保育事業の場所は四日市

市内ですか。 

「四日市市内」が 97.8％、「他の市町村」が 1.9％となっています。 

 

 

  

0.1 

4.3 

89.1 

2.4 

1.4 

0.6 

1.0 

0.4 

0.1 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に７日

週に６日

週に５日

週に４日

週に３日

週に２日

週に１日

月に２～３日

月に１日以下

不明・無回答

令和６年就学前（N=1,619）

97.8 

1.9 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年就学前

（N=1,619）

四日市市内 他の市町村 不明・無回答
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問 12 で「利用している」と回答した人のみ 

問 16 問 13 で回答した主に利用している教育・保育事業について、次の点をどのようにお感じに

なりますか。 

満足しているという回答（「非常に満足している」と「満足している」の合計）は、「(1)教育・

保育の内容」が 80.9％で最も多く、「(2)園舎や園庭、遊具」が 67.0％で最も少なくなっています。 

 

  

  

40.5 

32.4 

39.1 

36.1 

37.6 

40.4 

34.6 

37.7 

40.7 

36.5 

15.2 

24.2 

19.2 

18.4 

19.8 

2.8 

6.5 

2.5 

2.9 

3.7 

0.2 

1.4 

0.6 

0.9 

0.3 

0.9 

0.9 

0.9 

1.0 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)教育・保育の内容

(2)園舎や園庭、遊具

(3)保護者への対応

(4)安全への配慮や危険管理

(5)食事やおやつの内容

（食事のある場合）

令和６年就学前（N=1,619）

非常に満足している 満足している ふつう

不満である 非常に不満である 不明・無回答
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問 12 で「利用していない」と回答した人のみ 

問 17 定期的な教育・保育事業について利用していない理由は何ですか。【複数回答】 

「子どもがまだ小さいため（ ）歳くらいになったら利用しようと考えている」が 53.7％で最も

多く、次いで「特に利用する必要がない」が 22.3％、「利用したい事業の定員に空きがない」が

18.8％となっています。「子どもがまだ小さいため（ ）歳くらいになったら利用しようと考えて

いる」と回答した人の利用しようと考えている年齢は、「３歳」が 44.5％で最も多く、次いで「１

歳」が 29.1％となっています。 

前回調査と比べると「利用したい事業の定員に空きがない」が増加しています。また、「子ども

がまだ小さいため（ ）歳くらいになったら利用しようと考えている」と回答した人の利用しよう

と考えている年齢は「１歳」が増加しています。 

子どもの年齢別にみると、「利用したい事業の定員に空きがない」は 1 歳で多くなっています。 

 

  

53.7 

22.3 

18.8 

5.4 

3.5 

2.5 

2.3 

1.4 

0.0

12.9 

1.2 

55.7 

16.6 

10.5 

7.4 

7.0 

2.0 

1.4 

1.2 

0.1 

14.7 

0.7 

0% 20% 40% 60%

子どもがまだ小さいため（ ）歳くらいになったら

利用しようと考えている

特に利用する必要がない

利用したい事業の定員に空きがない

経済的な理由で利用できない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

教育・保育の内容に不安がある

利用したい時間帯等の条件が合わない

利用したい事業が地域にない

近隣の人や父母の友人・知人がみている

その他

不明・無回答
令和６年就学前（N=775）

平成30年就学前（N=760）
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■子どもの年齢別の集計 

 
※３歳は６件、４歳は２件、５歳は１件であったため、表は省略。 

 
 
 
 

「子どもがまだ小さいため（ ）歳くらいになったら利用しようと考えている」と回答した人の利

用しようと考えている年齢 

 
  

単位（％）
子どもが

まだ小さ

いため（

）歳くら

いになっ

たら利用

しようと

考えてい

る

特に利用

する必要

がない

利用した

い事業の

定員に空

きがない

経済的な

理由で利

用できな

い

子どもの

祖父母や

親戚の人

がみてい

る

教育・保

育の内容

に不安が

ある

利用した

い時間帯

等の条件

が合わな

い

利用した

い事業が

地域にな

い

近隣の人

や父母の

友人・知

人がみて

いる

その他
不明・無

回答

53.7 22.3 18.8 5.4 3.5 2.5 2.3 1.4 0.0 12.9 1.2

０歳（N=495） 59.2 22.0 16.8 4.4 3.2 2.2 1.4 0.6 0.0 10.5 1.4

１歳（N=183） 49.2 19.7 26.2 7.1 3.8 2.7 2.7 2.7 0.0 12.0 0.5

２歳（N=75） 32.0 32.0 18.7 6.7 2.7 2.7 8.0 2.7 0.0 24.0 1.3

全体（N=775）

年

齢

別

29.1 

13.9 

14.9 

13.7 

44.5 

51.1 

5.3 

15.6 

0.5 

1.4 

5.8 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年就学前

（N=416）

平成30年就学前

（N=423）

１歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳以上 不明・無回答
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問 18 現在、利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんの平日の教育・保

育事業として、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。【複数回答】 

「保育園」が 53.2％で最も多く、次いで「幼稚園（通常の就園時間の利用）」が 39.8％、「認定

こども園（保育園としての利用）」が 29.7％となっています。 

 
※「認定こども園（幼稚園としての利用）」「認定こども園（保育園としての利用）」「障がいのある子どもの

通園療育や児童発達支援」は今回調査のみの項目。「認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ

施設）」は前回調査のみの項目。  

39.8 

21.9 

53.2 

12.7 

29.7 

4.9 

4.4 

4.2 

6.5 

3.3 

1.2 

3.2 

54.8 

47.4 

53.6 

18.9 

3.4 

5.2 

1.4 

2.1 

2.7 

3.6 

1.5 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

幼稚園（通常の就園時間の利用）

幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる

事業のうち定期的な利用のみ）

保育園

認定こども園（幼稚園としての利用）

認定こども園（保育園としての利用）

認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設）

小規模保育施設

（定員６人以上19人以下の小規模な保育施設）

事業所内保育施設（企業が主に従業員用に運営する施設）

その他の保育施設（認可外保育所や託児施設）

家庭的保育

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

（会員同士の互助的な保育支援）

障がいのある子どもの通園療育や児童発達支援

その他

不明・無回答
令和６年就学前（N=2,401）

平成30年就学前（N=2,227）
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問 19 あて名のお子さんについて、（１）土曜日と（２）日曜日・祝日に、定期的な教育・保育事

業の利用希望はありますか（一時的な利用は除きます）。 

（１）土曜日 

「ほぼ毎週利用したい」が 8.7％、「月に１～２回は利用したい」が 16.7％となっています。利

用したい時間帯は、開始時刻が「８時台」、終了時刻は「17 時台」が最も多くなっています。 

 

利用したい時間帯 

開始時刻     終了時刻 

 

 

  

8.7 

8.9 

16.7 

21.8 

73.7 

67.4 

1.0 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年就学前

（N=2,401）

平成30年就学前

（N=2,227）

ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 利用希望はない 不明・無回答

0.2 

17.1 

42.6 

29.3 

5.3 

5.6 

0% 20% 40% 60%

７時以前

７時台

８時台

９時台

10時以降

不明・無回答

令和６年就学前（N=608）

6.6 

11.0 

18.1 

30.1 

26.5 

1.2 

0.8 

5.8 

0% 20% 40%

15時以前

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

不明・無回答

令和６年就学前（N=608）
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（２）日曜日・祝日 

「ほぼ毎週利用したい」が 1.8％、「月に１～２回は利用したい」が 11.1％となっています。利

用したい時間帯は、開始時刻が「８時台」、終了時刻は「17 時台」と「18 時台」が最も多くなっ

ています。 

 

 

利用したい時間帯 

開始時刻     終了時刻 

 

  

  

1.8 

2.0 

11.1 

12.3 

85.3 

82.8 

1.8 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年就学前

（N=2,401）

平成30年就学前

（N=2,227）

ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 利用希望はない 不明・無回答

0.3 

18.7 

36.1 

33.2 

7.1 

4.5 

0% 10% 20% 30% 40%

７時以前

７時台

８時台

９時台

10時以降

不明・無回答

令和６年就学前（N=310）

4.8 

8.7 

15.8 

31.0 

31.0 

2.9 

1.3 

4.5 

0% 20% 40%

15時以前

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

不明・無回答

令和６年就学前（N=310）
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幼稚園を利用している人のみ 

問 20 あて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育事業の利

用を希望しますか。 

「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」が 19.6％、「休みの期間中、週に数日利用したい」が

36.0％となっています。利用したい時間帯は、開始時刻が「９時台」、終了時刻は「17 時台」が最

も多くなっています。 

母親の就労状況別にみると、母親の就労時間が長いほど「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」

が多くなっています。 

 

 

■母親の就労状況別の集計 

  

19.6 

19.4 

36.0 

45.4 

43.0 

32.5 

1.4 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年就学前

（N=581）

平成30年就学前

（N=634）

休みの期間中、ほぼ毎日利用したい 休みの期間中、週に数日利用したい

利用希望はない 不明・無回答

単位（％）

利用希望はな

い

休みの期間

中、ほぼ毎日

利用したい

休みの期間

中、週に数日

利用したい

不明・無回答

43.0 19.6 36.0 1.4

週に30時間以上で働いている（N=78） 17.9 57.7 23.1 1.3

週に16時間以上、30時間未満で働いている（N=114） 21.9 29.8 47.4 0.9

週に16時間未満で働いている（N=97） 36.1 12.4 50.5 1.0

休職中だが、週に30時間以上での復帰を予定している

（N=10）
10.0 50.0 40.0 0.0

休職中だが、週に30時間未満での復帰を予定している

（N=4）
75.0 0.0 25.0 0.0

現在求職中である（N=4） 50.0 0.0 50.0 0.0

現在仕事をしていない（休職中を含む）が、仕事をし

たい（復帰したい）（N=129）
53.5 10.9 32.6 3.1

現在仕事をしておらず（休職中を含む）、今のところ

仕事をする（復帰する）予定はない（N=135）
71.9 3.0 24.4 0.7

その他（N=4） 50.0 0.0 50.0 0.0

全体（N=581）

母

親

の

就

労

状

況
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利用したい時間帯 

開始時刻     終了時刻 

  

 

 

 

 

 

 

 

問 21 この１年間に、あて名のお子さんが病気やけがで、いつも利用している教育・保育事業が

利用できなかったことはありましたか。 

「あった」が 83.6％、「なかった」が 13.3％となっています。 

 

  

83.6 

77.1 

13.3 

20.1 

3.0 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年就学前

（N=1,619）

平成30年就学前

（N=1,466）

あった なかった 不明・無回答

0.3 

3.1 

42.4 

47.4 

5.0 

1.9 

0% 20% 40% 60%

７時以前

７時台

８時台

９時台

10時以降

不明・無回答

令和６年就学前（N=323）

16.1 

26.6 

17.3 

29.1 

8.4 

0.3 

0.3 

1.9 

0% 20% 40%

15時以前

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

不明・無回答

令和６年就学前（N=323）



25 

問 21 で「あった」と回答した人のみ 

問 22 あて名のお子さんが病気やけがで、いつも利用している教育・保育事業が利用できなかっ

た場合に、この１年間に行った対処方法は何ですか。【複数回答】 

「母親が仕事を休んだ」が 68.6％で最も多く、次いで「父親が仕事を休んだ」が 34.0％、「（同

居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」が 23.9％となっています。 

前回調査と比べると、「父親が仕事を休んだ」が増加し、「（同居者を含む）親族・知人に子ども

をみてもらった」が減少しています。 

各対処方法の日数については、「母親が仕事を休んだ」「父親又は母親のうち就労していない方

が子どもをみた」「その他」は「10～14 日」が最も多く、それ以外の対処方法は「１～４日」が最

も多くなっています。 

 

68.6 

34.0 

23.9 

20.2 

4.6 

0.4 

0.1 

0.0

9.0 

67.0 

20.3 

32.1 

27.0 

4.3 

0.2 

0.2 

0.0

1.5 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80%

母親が仕事を休んだ

父親が仕事を休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

病児・病後児保育を利用した

子どもだけで留守番をさせた

ファミリー・サポート・センターを利用した

ベビーシッターを利用した

その他

不明・無回答 令和６年就学前（N=1,354）

平成30年就学前（N=1,130）
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各対処方法を行った日数 

   

 

   

18.3 

24.4 

30.5 

8.6 

9.7 

1.8 

6.7 

0.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

母親が仕事を休んだ

令和６年就学前（N=929）

51.3 

30.7 

13.9 

2.0 

0.9 

0.0

1.3 

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

父親が仕事を休んだ

令和６年就学前（N=460）

43.7 

27.9 

17.6 

3.4 

6.2 

0.0

1.2 

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

親族・知人に子どもをみてもらった

令和６年就学前（N=323）

12.8 

24.1 

25.2 

9.1 

13.1 

3.6 

12.0 

0.0

0% 10% 20% 30%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

令和６年就学前（N=274）

38.7 

37.1 

16.1 

0.0

8.1 

0.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

病児・病後児保育を利用した

令和６年就学前（N=62）

80.0 

0.0

0.0

20.0 

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

子どもだけで留守番をさせた

令和６年就学前（N=5）
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問 22 で「父親が仕事を休んだ」または「母親が仕事を休んだ」と回答した人のみ 

問 23 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設を利用したい」と思われましたか。１年

間のおおよその日数についてもご記入ください。 

「できれば病児・病後児保育施設を利用したかった」が 23.7％となっています。１年間のおお

よその日数については、「10～14 日」が 31.6％で最も多く、次いで「５～９日」が 26.0％となっ

ています。 

 

  

100.0 0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

ファミリー・サポート・センターを利用した

令和６年就学前（N=1）

20.6 

11.8 

23.5 

20.6 

14.7 

0.0

8.8 

0.0

0% 10% 20% 30%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

その他

令和６年就学前（N=34）

23.7 

21.7 

75.3 

77.5 

1.0 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年就学前

（N=976）

平成30年就学前

（N=775）

できれば病児・病後児保育施設を利用したかった

利用したいとは思わなかった

不明・無回答
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利用したいと思った日数 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

16.0 

26.0 

31.6 

6.1 

6.9 

0.4 

3.9 

9.1 

0% 10% 20% 30% 40%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

令和６年就学前（N=231）
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問 23 で「利用したいとは思わなかった」と回答した人のみ 

問 24 そう思われる理由は何ですか。【複数回答】 

「親が仕事を休んで対応する」が 51.8％で最も多く、次いで「病児・病後児を他人にみてもら

うのは不安」が 49.7％、「利用料がかかる・高い」が 34.1％となっています。 

 

 
※「利用方法（手続き、利用料等）がわからない」「制度を知らない」は今回調査のみの項目。「利用料がわ

からない」は前回調査のみの項目。  

51.8 

49.7 

34.1 

21.6 

18.5 

10.6 

8.2 

6.9 

15.6 

0.8 

51.1 

52.4 

29.8 

11.8 

20.6 

9.8 

11.6 

23.8 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

親が仕事を休んで対応する

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

利用料がかかる・高い

利用方法（手続き、利用料等）がわからない

利用料がわからない

利便性（利用可能時間・日数など）がよくない

利用料がわからない

利用したい事業が地域にない

制度を知らない

その他

不明・無回答
令和６年就学前（N=735）

平成30年就学前（N=601）
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問 25 あて名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、通院、不定

期の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。また、１年間のおおよその

利用日数もご記入ください。【複数回答】 

「利用していない」が 87.4％で最も多くなっています。利用している事業の中では、「幼稚園の

預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ）」が 5.7％

で最も多くなっています。 

１年間の利用日数については、「幼稚園の預かり保育」は「30 日以上」が最も多く、それ以外の

対処方法は「１～４日」が最も多くなっています（ファミリー・サポート・センターについては、

「５～９日」も同様に最も多くなっています）。 

 

 

１年間の利用日数 

   

5.7 

3.4 

0.2 

0.7 

87.4 

3.0 

6.2 

4.0 

0.4 

1.0 

86.6 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して

預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ）

一時保育（私用など理由を問わずに保育園などで

一時的に子どもを保育する事業）

ファミリー・サポート・センター

（会員同士の互助的な保育支援）

その他

利用していない

不明・無回答
令和６年就学前（N=2,401）

平成30年就学前（N=2,227）

19.1 

15.4 

21.3 

2.9 

11.8 

2.2 

27.2 

0.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

幼稚園の預かり保育

令和６年就学前（N=136）

25.6 

22.0 

17.1 

2.4 

12.2 

0.0

20.7 

0.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

一時保育

令和６年就学前（N=82）
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40.0 

40.0 

0.0

0.0

0.0

0.0

20.0 

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

ファミリー・サポート・センター

令和６年就学前（N=5）

31.3 

18.8 

12.5 

6.3 

12.5 

0.0

18.8 

0.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

その他

令和６年就学前（N=16）
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問 25 で「利用していない」と回答した人のみ 

問 26 一時保育、幼稚園の預かり保育、ファミリー・サポ―ト・センターなどを現在利用してい

ない理由は何ですか。【複数回答】 

「特に利用する必要がない」が 72.1％で最も多く、次いで「利用料がかかる・高い」が 18.8％、

「利用方法（手続き、利用料等）がわからない」が 17.6％となっています。 

 

 
※「利用方法（手続き、利用料等）がわからない」は今回調査のみの項目。「利用料がわからない」「事業の

利用方法（手続き等）がわからない」は前回調査のみの項目。 

  

72.1 

18.8 

17.6 

10.6 

7.4 

6.5 

3.2 

6.4 

1.2 

61.2 

17.8 

13.3 

8.0 

8.6 

5.6 

6.3 

4.0 

6.3 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80%

特に利用する必要がない

利用料がかかる・高い

利用方法（手続き、利用料等）がわからない

事業の利用方法（手続き等）がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

利用料がわからない

利便性（利用可能時間・日数など）がよくない

質に不安がある

利用したい事業が地域にない

その他

不明・無回答
令和６年就学前（N=2,099）

平成30年就学前（N=1,928）
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問 27 現在、利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんについて、私用、

通院、不定期の就労等の目的で、問 25 のような事業を利用したいと思いますか。年間のお

およその日数についてもご記入ください。 

「年に（ ）日くらい利用したい」が 45.2％、「利用する必要はない」が 52.8％となっています。

利用したい日数は「10～14 日」が 35.9％で最も多くなっています。 

 

 

利用したい日数 

 

  

45.2 

45.6 

52.8 

50.5 

2.0 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年就学前

（N=2,401）

平成30年就学前

（N=2,227）

年に（ ）日くらい利用したい 利用する必要はない 不明・無回答

16.0 

20.1 

35.9 

1.5 

9.6 

0.2 

14.7 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

令和６年就学前（N=1,085）
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問 28 現在、利用している、利用していないにかかわらず、子育ての負担や疲労が大きくなった

時に、保護者が休息するために、問 25 のような事業を利用したいと思いますか。１年間の

おおよその日数についてもご記入ください。 

「年に（ ）日くらい利用したい」が 55.9％、「利用する必要はない」が 42.1％となっています。

利用したい日数は「10～14 日」が 39.9％で最も多くなっています。 

 

 

利用したい日数 

 

  

55.9 42.1 2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年就学前

（N=2,401）

年に（ ）日くらい利用したい 利用する必要はない 不明・無回答

17.2 

20.9 

39.9 

1.0 

8.4 

0.1 

10.7 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

令和６年就学前（N=1,342）
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問 29 四日市市では、第２子以降の子どもが生まれた世帯の保護者の心身負担軽減をはかるため、

生まれてから１年の間に、上の子が一時保育と病児保育を２回まで無料で利用できる“保

育無料券”を交付しています。一時保育、病児保育のほかに、どのようなサービスが保育

無料券で利用できると良いと思いますか。【複数回答】 

「おむつの購入」が 62.2％で最も多く、次いで「産後ケア」が 44.6％、「家事支援」が 44.5％

となっています。 

 

 
 

問 30 これまで、ファミリー･サポート･センターを利用したことはありますか。 

「現在利用している」が 0.3％、「現在は利用していないが、以前利用していたことがある」が

1.8％となっています。 

 

 

  

62.2 

44.6 

44.5 

33.8 

22.9 

18.3 

17.2 

5.1 

5.8 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

おむつの購入

産後ケア

家事支援

予防接種

ベビーカーの購入

ファミリー・サポート・センター

子育てタクシーの利用

その他

特にない

不明・無回答

令和６年就学前（N=2,401）

0.3 1.8 

58.5 37.7 1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年就学前

（N=2,401）

現在利用している

現在は利用していないが、以前利用していたことがある

制度は知っていたが、利用したことはない

利用したことはなく、制度も知らなかった

不明・無回答
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問 30 で「現在利用している」または「現在は利用していないが、以前利用していたことがある」

と回答した人のみ 

問 31 特にどのような場合に利用していますか（していましたか）。 

「保育園・幼稚園・認定こども園への送迎」が 25.5％で最も多く、次いで「その他」が 21.6％、

「保育園・幼稚園・認定こども園からの帰宅後の預かり」と「保護者が不定期の就労をする場合

の預かり」が 17.6％となっています。 

 

 
 

問 30 で「現在利用している」または「現在は利用していないが、以前利用していたことがある」

と回答した人のみ 

問 32 どれくらいの頻度で利用したいですか。 

「年に数回」が 41.2％で最も多く、次いで「月に１～２回」が 19.6％、「週に１～２回」が

15.7％となっています。 

 

 

  

25.5 

17.6 

17.6 

15.7 

13.7 

9.8 

21.6 

2.0 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

保育園・幼稚園・認定こども園への送迎

保育園・幼稚園・認定こども園からの帰宅後の預かり

保護者が不定期の就労をする場合の預かり

冠婚葬祭やその他の不定期の保護者の用事の場合の預かり

保護者が妊娠中、出産前後の時の他の子どもの預かり

保護者が買い物等で外出する場合の預かり

その他

不明・無回答

令和６年就学前（N=51）

0.0

2.0 

0.0

15.7 

19.6 

41.2 

21.6 

0% 20% 40% 60%

ほぼ毎日（週に６～７回）

週に５回

週に３～４回

週に１～２回

月に１～２回

年に数回

不明・無回答

令和６年就学前（N=51）
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問 33 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名のお

子さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先

が見つからなかった場合も含みます）。 

「あった」が 12.5％、「なかった」が 84.9％となっています。 

 

問 33 で「あった」と回答した人のみ 

問 34 この１年間に行った対処方法は何ですか。また、それぞれの日数もご記入ください。 

【複数回答】 

「親族・知人（同居者を含む）にみてもらった」が 78.3％で最も多く、次いで「子どもを同行

させた」が 21.0％となっています。 

 

 
※「用事に行くことを断念した」は今回調査のみの項目。  

12.5 

13.6 

84.9 

82.8 

2.6 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年就学前

（N=2,401）

平成30年就学前

（N=2,227）

あった なかった 不明・無回答

78.3 

21.0 

0.0

0.0

0.0

1.3 

17.7 

0.0

85.8 

14.5 

1.0 

0.0

0.7 

5.3 

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親族・知人（同居者を含む）にみてもらった

子どもを同行させた

子育て短期支援事業（ショートステイ）を利用した

「子育て短期支援事業」以外の保育事業（認可外保育

施設、ベビーシッター等）を利用した

子どもだけで留守番をさせた

その他

用事に行くことを断念した

不明・無回答
令和６年就学前（N=300）

平成30年就学前（N=303）
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問 35 あて名のお子さんは、現在、親子が集まって交流や相談の場を提供する事業等を利用して

いますか。以下のそれぞれの事業について、お答えください。 

「利用している」という回答は「(1)子育て支援センター」が 17.7％で最も多く、次いで「(2)

幼稚園、保育園、認定こども園のあそび会、あそぼう会」が 14.0％となっています。 

「知らない」は「(4)ＮＰＯ等の市民活動団体が実施する事業」が 70.3％で最も多く、次いで

「(5)地域の子育てサークル」が 69.3％となっています。 

月当たりの利用日数は、「(6)その他」を除くと「１日未満」が最も多くなっていますが、「(1)

子育て支援センター」については、「５回以上」が 21.9％となっており、他の項目より頻度が高く

なっています。 

 

 

■（参考）前回調査結果「あて名のお子さんは、現在、親子が集まって交流や相談の場を提供す

る事業等を利用していますか。」【複数回答】 

 

17.7 

14.0 

2.9 

1.1 

0.9 

0.9 

73.6 

70.2 

41.1 

18.8 

19.8 

7.0 

6.7 

7.3 

46.4 

70.3 

69.3 

0.0 

2.0 

8.5 

9.7 

9.9 

10.0 

92.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)子育て支援センター

(2)幼稚園、保育園、認定こども園の

あそび会、あそぼう会

(3)民生委員・児童委員などが

各地区で実施する事業

（各種講座、育児相談など）

(4)ＮＰＯ等の市民活動団体が

実施する事業

(5)地域の子育てサークル

(6)その他

令和６年就学前（N=2､401）

月に（ ）回利用している

知っているが現在は利用していない

知らない

不明・無回答

24.2 

23.6 

3.5 

1.9 

2.5 

62.5 

 0.0  20.0  40.0  60.0  80.0

幼稚園、保育園のあそび会、あそぼう会

子育て支援センター

民生委員・児童委員、主任児童委員など

が各地区で実施する事業

ＮＰＯ等の市民活動団体が実施する事業

その他

事業を利用していない

 平成 30 年就学前（N=2,140） 
（％） 
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月当たりの利用回数 

 

 

21.9 

11.9 

0.0 

7.7 

4.5 

13.6 

16.2 

14.9 

0.0 

7.7 

0.0 

22.7 

23.1 

32.8 

18.6 

23.1 

40.9 

36.4 

36.2 

36.7 

77.1 

61.5 

54.5 

27.3 

2.6 

3.6 

4.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)子育て支援センター（N=425）

(2)幼稚園、保育園、認定こども園の

あそび会、あそぼう会（N=335）

(3)民生委員・児童委員などが

各地区で実施する事業

（各種講座、育児相談など）（N=70）

(4)ＮＰＯ等の市民活動団体が

実施する事業（N=26）

(5)地域の子育てサークル（N=22）

(6)その他（N=22）

令和６年就学前

５回以上 ３～４回 １～２回 １回未満 不明・無回答
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問 35「（１）子育て支援センター」で「知っているが現在は利用していない」と回答した人のみ 

問 36 現在、子育て支援センターを利用していない理由はどのようなことですか。【複数回答】 

「教育・保育事業を利用しているから」が 38.6％で最も多く、次いで「利用する必要がないか

ら」が 29.5％となっています。 

前回調査と比べると、「教育・保育事業を利用しているから」「利用する必要がないから」が増

加しています。 

 

※前回調査では「子育て支援センター」を利用しているに○をつけなかった人のみが対象。「子育て支援セ

ンターを知らないから」は前回調査のみの項目。 

  

38.6 

29.5 

8.4 

7.8 

6.7 

6.6 

6.3 

2.8 

11.9 

14.6 

1.1 

26.0 

17.8 

5.9 

5.9 

7.0 

5.7 

7.3 

5.1 

2.9 

10.2 

14.9 

21.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

教育・保育事業を利用しているから

利用する必要がないから

希望する開催時間があわないから

希望する曜日があわないから

子育て支援センターに関する情報提供が不十分だから

場所が悪く利用しづらいから

利用料がわからない

子育て支援センターを知らないから

自分が利用できるのかどうかわからないから

その他

特に理由はない

不明・無回答

令和６年就学前（N=1,768）

平成30年就学前（N=1,722）
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問 37 「子育て支援センター」について、今後の利用希望についてお答えください。 

利用したいという回答（「現在利用しており、今後は利用日数を増やしたい」「現在利用してお

り、今度も同様に利用したい」「現在は利用していないが、今後は利用したい」の合計）は、

51.0％となっています。 

年齢別にみると、今後利用したいという回答は高い年齢ほど少なくなっています。 

 
 

■子どもの年齢別の集計 

 

3.0 

14.2 33.8 47.3 1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和６年就学前

（N=2,401）

現在利用しており、今後は利用日数を増やしたい

現在利用しており、今度も同様に利用したい

現在は利用していないが、今後は利用したい

現在も利用しておらず、今後も利用したいとは思わない

不明・無回答

単位（％）

現在利用して

おり、今後は

利用日数を増

やしたい

現在利用して

おり、今度も

同様に利用し

たい

現在は利用し

ていないが、

今後は利用し

たい

現在も利用し

ておらず、今

後も利用した

いとは思わな

い

不明・無回答

3.0 14.2 33.8 47.3 1.7

０歳（N=581） 8.4 24.3 44.1 22.4 0.9

１歳（N=334） 3.3 25.1 37.7 32.0 1.8

２歳（N=290） 1.0 19.0 37.2 41.0 1.7

３歳（N=357） 1.1 6.4 30.8 59.1 2.5

４歳（N=396） 0.5 5.1 23.2 69.7 1.5

５歳（N=383） 0.5 3.1 26.1 68.1 2.1

全体（N=2,401）

年

齢

別
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問 38 あて名のお子さんが小学校入学後の放課後（平日の授業終了後）に、利用したい預かりサ

ービスはありますか。あてはまる番号すべてに○をつけ、利用したい週あたりの日数もお

答えください。 

「学童保育所」が 63.5％で最も多く、次いで「利用したいサービスはない」が 29.8％となって

います。 

利用したい週あたりの日数については、いずれの項目も「週５日以上」が最も多くなっていま

す。 

 

 

 

利用したい週当たりの日数 

   

  

63.5 

5.2 

5.0 

4.3 

1.6 

29.8 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80%

学童保育所

ファミリー・サポート・センター

放課後等デイサービス

民間の預かり保育

その他

利用したいサービスはない

不明・無回答

令和６年就学前（N=2,401）

10.6 

10.6 

12.2 

4.9 

24.4 

37.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

週１日くらい

週２日くらい

週３日くらい

週４日くらい

週５日以上

不明・無回答

ファミリー・サポート・センター

令和６年就学前（N=123）

5.0 

10.1 

12.6 

7.6 

31.1 

33.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

週１日くらい

週２日くらい

週３日くらい

週４日くらい

週５日以上

不明・無回答

放課後等デイサービス

令和６年就学前（N=119）
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問 38 で「学童保育所」と回答した人のみ 

問 39 学童保育所を何年生まで利用したいと思いますか。 

「６年生」が 36.4％で最も多く、次いで「３年生」が 24.9％、「４年生」が 23.6％となってい

ます。 

 

 

  

8.7 

4.8 

11.5 

4.8 

29.8 

40.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

週１日くらい

週２日くらい

週３日くらい

週４日くらい

週５日以上

不明・無回答

民間の預かり保育

令和６年就学前（N=104）

2.6 

5.1 

5.1 

2.6 

15.4 

69.2 

0% 20% 40% 60% 80%

週１日くらい

週２日くらい

週３日くらい

週４日くらい

週５日以上

不明・無回答

その他

令和６年就学前（N=39）

1.8 

5.5 

24.9 

23.6 

3.4 

36.4 

4.4 

0% 10% 20% 30% 40%

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

６年生

不明・無回答

令和６年就学前（N=1,524）
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問 38 で「学童保育所」と回答した人のみ 

問 40 各学年でどのような形態で利用したいですか。「定期利用」か「長期休暇のみ利用」かのど

ちらかに○をつけ、定期利用を選んだ場合は、利用したい週あたりの日数もお答えくださ

い。 

利用希望は１～３年生は９割前後、５～６年生は３割台となっています。利用形態は、上の学

年になるほど「定期利用」が減少し、「長期休暇のみ利用」が増加しています。利用したい週当た

りの日数は、いずれの学年についても「週５日以上」が多くなっています。 

利用希望 

 

利用形態 

 
  

95.6 

93.8 

88.3 

63.3 

39.8 

36.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

６年生

令和６年就学前（N=1,524）

83.3 

83.5 

82.7 

80.0 

72.3 

72.2 

12.8 

12.8 

13.8 

16.3 

24.8 

25.8 

3.8 

3.7 

3.5 

3.7 

3.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年生（N=1,457）

２年生（N=1,429）

３年生（N=1,345）

４年生（N=965）

５年生（N=606）

６年生（N=554）

令和６年就学前

定期利用 長期休暇のみ利用 不明・無回答
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利用したい週当たりの日数 

 

  

0.3 

0.3 

0.2 

0.3 

0.0 

0.0 

1.9 

2.1 

2.2 

1.6 

1.8 

2.5 

10.4 

10.9 

11.5 

10.8 

12.1 

11.0 

8.4 

8.0 

7.8 

7.0 

6.2 

6.8 

78.2 

77.5 

77.1 

79.3 

79.0 

79.0 

0.8 

1.3 

1.2 

1.2 

0.9 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年生（N=1,214）

２年生（N=1,193）

３年生（N=1,112）

４年生（N=772）

５年生（N=438）

６年生（N=400）

令和６年就学前

週１日くらい 週２日くらい 週３日くらい

週４日くらい 週５日以上 不明・無回答
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問 41 安心して子どもを産み育てる上で、今後、市に期待する施策は何ですか。 

【５つまで複数回答】 

「子育てにかかる経済的援助」が 66.5％で最も多く、次いで「仕事と家庭との両立の推進」が

43.8％、「学童保育所の充実」が 38.7％となっています。 

 
※「産前産後の育児や家事の支援」「産後ケアの充実」は今回調査のみの項目。今回調査の「妊娠から乳幼

児期の健診や相談窓口の充実」は前回調査では「保健師等による妊娠から乳児期の健診や相談」。 

  

66.5 

43.8 

38.7 

28.5 

27.7 

27.6 

25.4 

20.9 

20.4 

19.0 

17.1 

12.1 

11.7 

11.6 

10.5 

9.8 

8.7 

7.0 

5.5 

1.4 

57.7 

40.4 

33.5 

26.5 

23.6 

19.6 

22.1 

17.5 

14.1 

14.1 

13.8 

11.1 

11.4 

5.8 

5.6 

5.4 

2.9 

7.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子育てにかかる経済的援助

仕事と家庭との両立の推進

学童保育所の充実

産前産後の育児や家事の支援

産後ケアの充実

延長保育の充実

一時保育の充実

病児・病後児保育室の充実

地域における子どもの見守り

休日保育の充実

子どもの発達に関する相談や支援

子育てに関する情報提供の充実

児童館の充実

子育て支援センターの充実

地域における子育て支援サービスの充実

父親の子育て参画の促進

妊娠から乳幼児期の健診や相談窓口の充実

子育て中の悩みや児童虐待などの相談窓口の充実

ひとり親家庭等の自立支援の推進

不明・無回答
令和６年就学前（N=2,401）

平成30年就学前（N=2,227）
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問 42 子育てに関する情報をどのように入手していますか。【複数回答】 

「保育園･幼稚園･認定こども園など」が 54.8％で最も多く、次いで「友人」が 49.3％、「市以

外のインターネット、ＳＮＳなど」が 43.6％となっています。 

 
※今回調査の「民生委員・児童委員」「市のホームページ、ＳＮＳ」「市以外のインターネット、ＳＮＳなど」

は前回調査では「民生委員・児童委員、主任児童委員」「市のホームページ」「インターネット、ＳＮＳな

ど」。  

54.8 

49.3 

43.6 

35.7 

31.6 

25.0 

18.1 

16.2 

14.1 

13.2 

13.1 

7.0 

5.0 

1.0 

0.8 

1.2 

4.2 

0.6 

62.5 

57.0 

51.9 

36.7 

32.8 

31.9 

18.5 

7.1 

20.3 

9.9 

20.6 

7.6 

2.5 

1.8 

1.9 

1.6 

1.4 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

保育園･幼稚園･認定こども園など

友人

市以外のインターネット、ＳＮＳなど

親族（親、兄弟・姉妹など）

市の広報

近隣の人、知人

子育て支援センター

市のホームページ、ＳＮＳ

テレビ、ラジオ、新聞

市役所の窓口

雑誌、育児書

よっかいち子育てガイドブック

子育て支援アプリ「よかプリコ」

民生委員・児童委員

子育てサークル

その他

どこで入手すればよいかわからない

不明・無回答
令和６年就学前（N=2,401）

平成30年就学前（N=2,227）
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問 43 四日市市では、次の(1)～(12)の事業の推進に取り組んでいます。それぞれの事業を利用し

たことはありますか。利用したことがある人は、その事業への満足度について、５段階で

お答えください。 

「利用したことがある」は「(11)乳児家庭全戸訪問事業」が 80.8％で最も多く、次いで「(10)

妊婦健康診査」が 65.7％、「(4)子育て支援センター」が 55.6％となっています。 

「知らない」は「(12)養育支援訪問事業」が 66.3％で最も多く、次いで「(9)子育てコンシェル

ジュ」が 64.6％、「(5)子育て短期支援事業（ショートステイ）」が 61.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「(7)ファミリー・サポート・センター」「(11)乳児家庭全戸訪問事業」

以外の事業については、「利用したことがある」が増加しています。 

 

事業の利用状況 

 

  

13.9 

17.6 

15.0 

55.6 

0.6 

6.0 

1.8 

12.1 

3.1 

65.7 

80.8 

2.3 

59.0 

57.3 

68.6 

35.2 

33.2 

69.3 

62.3 

77.4 

28.1 

15.2 

10.1 

27.1 

23.4 

20.7 

11.8 

6.0 

61.6 

20.6 

31.7 

6.7 

64.6 

14.7 

5.9 

66.3 

3.7 

4.3 

4.6 

3.2 

4.6 

4.1 

4.2 

3.8 

4.2 

4.4 

3.2 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)延長保育事業

（11時間を超える保育）

(2)幼稚園での預かり保育

(3)保育園での一時保育

(4)子育て支援センター

(5)子育て短期支援事業

（ショートステイ）

(6)病児・病後児保育事業

(7)ファミリー･サポート･センター

(8)学童保育所

(9)子育てコンシェルジュ

(10)妊婦健康診査

(11)乳児家庭全戸訪問事業

(12)養育支援訪問事業

令和６年就学前（N=2,401）

利用したことがある 知っているが利用したことはない

知らない 不明・無回答



49 

 

  

9.5 

14.0 

14.1 

51.1 

0.4 

4.1 

3.0 

6.3 

0.7 

63.1 

81.4 

1.8 

86.7 

81.2 

79.9 

44.8 

95.1 

91.6 

92.7 

89.4 

94.4 

32.7 

15.9 

93.3 

3.8 

4.8 

6.0 

4.0 

4.5 

4.3 

4.4 

4.3 

4.8 

4.2 

2.7 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)延長保育事業

（11時間を超える保育）

(2)幼稚園での預かり保育

(3)保育園での一時保育

(4)子育て支援センター

(5)子育て短期支援事業

（ショートステイ）

(6)病児・病後児保育事業

(7)ファミリー･サポート･センター

(8)学童保育所

(9)子育てコンシェルジュ

(10)妊婦健康診査

(11)乳児家庭全戸訪問事業

(12)養育支援訪問事業

平成30年就学前（N=2,227）

利用したことがある 利用したことはない 不明・無回答
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利用満足度 

利用したことがある事業の満足度について、「満足している」という回答（「非常に満足してい

る」と「満足している」の合計）は、「(12)養育支援訪問事業」が 78.2％で最も多く、次いで

「(2)幼稚園での預かり保育」が 70.5％、「(1)延長保育事業（11 時間を超える保育）」が 66.7％と

なっています。 

不満という回答（「非常に不満である」と「不満である」の合計）は、「(5)子育て短期支援事業

（ショートステイ）」が 26.6％で最も多く、次いで「(7)ファミリー･サポート･センター」が

18.1％、「(6)病児・病後児保育事業」が 16.8％となっています。 

前回調査からの大きな変化はみられませんが、「(12)養育支援訪問事業」では「満足している」

という回答が増加しています。 

 

 

  

28.7 

32.9 

25.1 

20.4 

40.0 

30.1 

13.6 

18.6 

30.7 

20.3 

17.7 

27.3 

38.0 

37.6 

38.7 

42.5 

20.0 

32.2 

29.5 

35.7 

30.7 

38.9 

33.1 

50.9 

23.1 

20.8 

24.2 

31.5 

13.3 

18.2 

29.5 

26.5 

33.3 

35.6 

41.5 

16.4 

5.4 

5.7 

7.8 

2.9 

13.3 

14.7 

13.6 

11.0 

1.3 

1.8 

3.8 

1.8 

1.5 

1.2 

1.4 

0.4 

13.3 

2.1 

4.5 

4.8 

2.7 

0.4 

1.3 

1.8 

3.3 

1.9 

2.8 

2.2 

0.0 

2.8 

9.1 

3.4 

1.3 

3.0 

2.6 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)延長保育事業

（11時間を超える保育）（N=334）

(2)幼稚園での預かり保育

（N=423）

(3)保育園での一時保育

（N=359）

(4)子育て支援センター

（N=1,335）

(5)子育て短期支援事業

（ショートステイ）（N=15）

(6)病児・病後児保育事業

（N=143）

(7)ファミリー･サポート･センター

（N=44）

(8)学童保育所

（N=291）

(9)子育てコンシェルジュ

（N=75）

(10)妊婦健康診査

（N=1,578）

(11)乳児家庭全戸訪問事業

（N=1,941）

(12)養育支援訪問事業

（N=55）

令和６年就学前

非常に満足している 満足している ふつう

不満である 非常に不満である 不明・無回答
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27.8 

24.0 

25.5 

15.0 

33.3 

25.0 

15.2 

13.5 

18.8 

19.4 

13.3 

20.0 

39.2 

44.9 

42.0 

40.1 

44.4 

39.1 

31.8 

34.0 

43.8 

38.5 

31.4 

25.0 

27.8 

25.3 

24.5 

39.2 

11.1 

18.5 

40.9 

25.5 

31.3 

38.5 

46.0 

22.5 

3.8 

4.8 

4.8 

4.5 

11.1 

15.2 

9.1 

15.6 

0.0 

1.7 

6.0 

5.0 

0.5 

0.6 

2.2 

0.5 

0.0 

1.1 

3.0 

9.2 

6.3 

0.4 

2.0 

0.0 

0.9 

0.3 

1.0 

0.7 

0.0 

1.1 

0.0 

2.1 

0.0 

1.5 

1.3 

27.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)延長保育事業

（11時間を超える保育）（N=212）

(2)幼稚園での預かり保育

（N=312）

(3)保育園での一時保育

（N=314）

(4)子育て支援センター

（N=1,139）

(5)子育て短期支援事業

（ショートステイ）（N=9）

(6)病児・病後児保育事業

（N=92）

(7)ファミリー･サポート･センター

（N=66）

(8)学童保育所

（N=141）

(9)子育てコンシェルジュ

（N=16）

(10)妊婦健康診査

（N=1,406）

(11)乳児家庭全戸訪問事業

（N=1,813）

(12)養育支援訪問事業

（N=40）

平成30年就学前

非常に満足している 満足している ふつう

不満である 非常に不満である 不明・無回答
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問 44 四日市市において、次の(1)～(8)のような点について、どのようにお感じになりますか。

それぞれについて、どのように感じているかを５段階でお答えください。 

そう思うという回答（「そう思う」と「まあそう思う」の合計）は、「(1)就学前の教育・保育

（幼稚園、保育園、認定こども園）の内容が充実している」が 47.5％で最も多く、次いで「(5)安

心して妊娠・出産できる環境が整っている」が 46.7％、「(6)親と子が健康管理の行き届いた環境

の中で子育てを行うことができる」が 45.9％となっています。 

そう思わないという回答（「あまりそう思わない」と「そう思わない」の合計）は、「(8)働きな

がら子育てができる子育て支援サービスが整っている」が 40.3％で最も多く、次いで「(7)男女が

共に働きながら子育てを行う意識が高まってきている」が 29.7％、「(2)子育て家庭に対する多様

なサービスが充実し、安心して子育てができる」が 28.2％となっています。 

前回調査からの大きな変化はみられません。 

 

 

9.6 

3.6 

5.4 

3.2 

7.5 

6.5 

6.2 

2.5 

37.9 

24.9 

29.3 

17.5 

39.2 

39.4 

27.4 

16.5 

31.6 

41.6 

38.7 

53.8 

32.2 

38.6 

35.0 

38.9 

14.2 

21.4 

18.9 

17.5 

14.4 

10.2 

20.2 

26.7 

5.0 

6.8 

5.8 

6.1 

5.2 

3.5 

9.5 

13.6 

1.7 

1.7 

1.8 

1.9 

1.7 

1.7 

1.7 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)就学前の教育・保育（幼稚園、保育園、

認定こども園）の内容が充実している

(2)子育て家庭に対する多様なサービスが充

実し、安心して子育てができる

(3)子どもたちが地域で見守られながら、心

豊かにたくましく育っている

(4)支えが必要な子どもやその家庭への支援

が整っている

(5)安心して妊娠・出産できる環境が整って

いる

(6)親と子が健康管理の行き届いた環境の中

で子育てを行うことができる

(7)男女が共に働きながら子育てを行う意識

が高まってきている

(8)働きながら子育てができる子育て支援

サービスが整っている

令和６年就学前（N=2,401）

そう思う まあそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない そう思わない 不明・無回答
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7.4 

3.4 

5.2 

2.4 

7.7 

6.6 

4.9 

1.9 

35.1 

26.0 

31.2 

17.4 

45.0 

42.0 

23.8 

15.7 

37.0 

42.8 

38.5 

57.2 

30.4 

37.5 

38.9 

42.3 

13.1 

20.3 

18.1 

16.0 

11.4 

9.2 

20.7 

25.1 

5.7 

5.6 

5.1 

4.9 

3.7 

2.8 

9.9 

13.1 

1.7 

1.9 

1.9 

2.1 

1.8 

2.0 

1.8 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(1)就学前の教育・保育（幼稚園、保育園、

認定こども園）の内容が充実している

(2)子育て家庭に対する多様なサービスが充

実し、安心して子育てができる

(3)子どもたちが地域で見守られながら、心

豊かにたくましく育っている

(4)支えが必要な子どもやその家庭への支援

が整っている

(5)安心して妊娠・出産できる環境が整って

いる

(6)親と子が健康管理の行き届いた環境の中

で子育てを行うことができる

(7)男女が共に働きながら子育てを行う意識

が高まってきている

(8)働きながら子育てができる子育て支援

サービスが整っている

平成30年就学前（N=2,227）

そう思う まあそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない そう思わない 不明・無回答



54 

問 45 子育て環境に関して、日頃特に不安や負担等に感じること、また気になることはどのよう

なことですか。【複数回答】 

「仕事や自分のやりたいことが十分できないこと」が 41.2％で最も多く、次いで「子育てによ

る心身の疲れやストレスがたまること」が 40.6％となっています。 

 

 
 
 
 

  

41.2 

40.6 

19.5 

19.2 

13.2 

11.5 

10.5 

9.3 

7.9 

3.4 

4.5 

24.9 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

仕事や自分のやりたいことが十分できないこと

子育てによる心身の疲れやストレスがたまること

家族以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと

子どもに対してつらくあたってしまうこと

経済的な理由で十分な教育や子育てができていないこと

子育てに関して家族の協力が少ないこと

話し相手や相談相手がいないこと

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場等周りの

みる目が気になること

家族と子育てに関して意見が合わないこと

子どもの食事や身支度などの世話を面倒に感じて

やらずに済ませてしまうこと

その他

特にない

不明・無回答

令和６年就学前（N=2,401）
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問 46 あて名のお子さんの子育てをする上で、気軽に相談できる人や場所はどこですか。 

【複数回答】 

「家族」が 84.5％で最も多く、次いで「友人や知人」が 67.8％、「祖父母等の親族」が 65.3％

となっています。 

 

 

 

  

84.5 

67.8 

65.3 

34.1 

23.1 

11.4 

9.9 

9.4 

6.5 

3.5 

0.7 

0.6 

0.5 

1.2 

2.0 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

家族

友人や知人

祖父母等の親族

保育園・幼稚園・認定こども園等の先生

職場の人

子育て支援センター

近隣の人

かかりつけの医師

インターネット・ＳＮＳ

市役所の相談窓口(保健所含む)

子育てコンシェルジュ

「子育て支援センター」「市役所の相談窓口」

以外の子育て支援施設やサークル

民生委員・児童委員

その他

特にない

不明・無回答

令和６年就学前（N=2,401）
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問 46 最後に、子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自由にご記入ください。 

記入された意見を内容別に分類したところ、818 人から 1,096 件の回答がありました。寄せられ

た意見の内容別の件数は以下の通りです。 

 
No. 分野 主な内容 件数 

1 保育所の入所について 

・保育所を増やしてほしい、入所できなくて困った 

・入所要件を改善してほしい、育休退園で困った 

・育休退園がなくなってよかった 

・入園のタイミングと求職・復職の困難 

・きょうだいで同じ園に通わせたい  等 

136 

2 経済的支援について 

・医療支援の年齢を上げてほしい 

・予防接種、おむつ代等の補助がほしい 

・物価高に対応した支援がほしい 

・経済的支援の充実  等 

99 

3 
四日市市の子育て支援

について 

・子育てしにくいまちだと感じる 

・多子支援だけでなく一子目から支援が必要 

・子育てしやすい環境づくりに努力してほしい 

・ひとり親に限らず支援をしてほしい  等 

88 

4 学童保育について 

・学童保育が足りない、入れない 

・保育料・保育時間・保育内容等を統一してほしい 

・休日や夏休みのみの預かりもしてほしい 

・環境を充実させてほしい  等 

77 

5 情報提供・情報発信 

・子育て支援制度についてわかりやすく発信してほしい 

・ＨＰなどで必要な情報がわかるようにしてほしい 

・知らなかった事業・制度について情報がほしい  等 

62 

6 一時保育等について 

・利用したくてもできない、利用枠が少ない 

・利用料が高い 

・短時間や休日等利用しやすくしてほしい 

・ファミリー・サポート・センターが利用しにくい 

47 

7 
支援してほしいことに

ついて 

・親子で参加できるイベントの充実 

・送迎の支援 

・ひとり親の支援 

・共働き世帯の支援  等 

47 

8 
保育料や保育無料券等

について 

・保育料が高い 

・保育無料券を増やしてほしい、使いやすくしてほしい 

・きょうだいの有無や年齢にかかわらず支援をしてほしい 

・減免の年齢を下げてほしい  等 

45 

9 
公園・遊び場の整備・

充実 

・子どもが遊べる公園を整備してほしい 

・遊具を充実させてほしい 

・雨天時や猛暑時にも子どもが遊べる場所がほしい 

・児童館を増やしてほしい  等 

44 

10 
保護者の就労環境につ

いて 

・育休を取りにくい雰囲気がある 

・時短で働くことの申し訳なさを感じる 

・子育てしやすい職場づくりを行政からも働きかけてほしい  

等 

39 

11 
支援を受けてよかった

ことについて 

・市役所の相談で話を聞いてもらえて助かった 

・子育て支援センターはありがたかった 

・赤ちゃん訪問で来てくれるのがよかった  等 

35 

12 
子育て支援センターに

ついて 

・近くになくて利用しにくい、数を増やしてほしい 

・開いている時間が短い 

・環境を充実させてほしい  等 

34 
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No. 分野 主な内容 件数 

13 病児保育について 

・就業時間に合わせて利用できるようにしてほしい 

・予約が取れない、空きがない、利用しにくい 

・もっと使いやすくしてほしい  等 

34 

14 
他自治体での事例につ

いて 

・他の自治体で行っていること、転居前の自治体で受けられ

ていた支援等について、四日市市でも実施してほしい 
26 

15 
支援事業や制度の改善

について 

・一時保育の申請条件が厳しすぎる 

・赤ちゃん訪問の回数を増やしてほしい 

・あそぼう会を誰もが利用しやすくしてほしい  等 

26 

16 小児医療について 

・小児科がどこも混雑している、予約が取れない 

・小児科や産婦人科が少ない 

・休日診療を充実させてほしい  等 

26 

17 幼稚園について 

・３年保育を導入してほしい 

・延長保育や長期休業中の預かりをしてほしい、預かり保育

の時間を延長してほしい  等 

24 

18 
教育・保育の内容につ

いて 

・保育所・幼稚園での教育・保育への不満 

・冷暖房・トイレ・セキュリティ・給食等を充実させてほし

い  等 

22 

19 産後ケアについて 

・産後ケアや家事代行、家族の支援が受けられない人の支援

などを充実させてほしい 

・利用のための手続きを簡素化させてほしい  等 

22 

20 地域環境について 

・ベビーカーや子どもが利用しやすい道路整備 

・子どもが安心して過ごせる場所の充実 

・子育てを地域で見守る環境づくり  等 

21 

21 交通について 
・運転できない人への支援・送迎サービス 

・危険な道路や自動車の状況の改善  等 
19 

22 
保育所・幼稚園の職員

について 

・人数を確保してほしい 

・待遇を改善させてほしい  等 
18 

23 
発達支援・障害のある

子どもの支援について 

・支援が受けられる場所が少ない、不足している 

・障害のある子どものいる世帯への支援の充実 

・子育て支援やイベント等に参加しやすくしてほしい  等 

18 

24 アンケートについて 
・Web での回答ができるようにしてほしい 

・量が多くて負担が大きい  等 
18 

25 相談支援について 
・相談窓口の対応を改善してほしい 

・相談できるところをわかりやすくしてほしい  等 
16 

26 
子育ての不安・負担に

ついて 

・子育てを行う上での経済面での不安・負担、日々の疲労、

将来の不安など 
15 

27 
小学校やＰＴＡについ

て 

・ＰＴＡの負担が大きい 

・学校を充実させてほしい  等 
11 

28 男女共同参画について 

・男性の家事・育児が当たり前になってほしい 

・父親も育児休業を取りやすくしてほしい 

・男性が育児について知る機会を増やしてほしい  等 

16 

29 その他  16 
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Ⅳ 【⼩学⽣低学年保護者対象】量の⾒込み等調査の結果 

問１ お住まいの地域の小学校区は、どちらですか。 

「大矢知興譲」が 6.0%で最も多く、次いで「富田」が 5.2%となっています。 

 

 
 
 

  

1.0 

2.2 

3.2 

2.5 

5.2 

3.3 

3.2 

4.3 

4.5 

3.5 

2.7 

3.2 

1.2 

1.1 

3.1 

4.2 

1.0 

1.1 

4.0 

0% 2% 4% 6% 8%

中央

中部西

浜田

富洲原

富田

羽津

羽津北

常磐

常磐西

日永

泊山

四郷

笹川

高花平

内部

内部東

塩浜

小山田

川島

1.8 

2.8 

1.5 

4.3 

2.0 

3.1 

1.3 

2.1 

2.6 

1.3 

3.9 

6.0 

2.1 

0.8 

1.9 

4.3 

1.1 

2.7 

0.1 

0% 2% 4% 6% 8%

神前

桜

桜台

三重

三重西

大谷台

三重北

県

八郷

八郷西

下野

大矢知興譲

河原田

水沢

保々

海蔵

橋北

楠

不明・無回答
N=4.210
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問２ お子さんの現在の学年をご回答ください。 

「１年生」が 35.1％、「２年生」が 34.8％、「３年生」が 29.5％となっています。 

 

問３ お子さんは何人いらっしゃいますか。また、お子さんが複数いる場合は、一番下のお子さ

んの生年月をご記入ください（学年で集計）。 

「２人」が 54.6％で最も多く、次いで「３人」が 22.9％、「１人」が 17.4％となっています。 

 

一番下の子どもの年齢（学年基準） 

 

  

35.1 34.8 29.5 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=4,210

１年生 ２年生 ３年生 不明・無回答

17.4 54.6 22.9 4.5 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=4,210

１人 ２人 ３人 ４人以上 不明・無回答

6.1 

5.1 

6.2 

11.0 

13.3 

9.4 

17.5 

16.3 

11.7 

3.3 

0% 5% 10% 15% 20%

０歳

１歳

２歳

３歳（年少）

４歳（年中）

５歳（年長）

小学１年生

小学２年生

小学３年生

不明・無回答

N=3,452
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問４ このアンケートにご回答いただいている方の、お子さんからみた関係をお答えください。 

「母親」が 90.5％、「父親」が 9.0％となっています。 

 

問５ このアンケートにご回答いただいている方の世帯状況についてお答えください。 

「ふたり親世帯」が 90.8％、「母子世帯」が 6.2％となっています。 

 

 

  

90.5 9.0 

0.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=4,210

母親 父親 その他 不明・無回答

90.8 6.2 

0.6 

2.4 0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=4,210

ふたり親世帯 母子世帯 父子世帯 その他の世帯 不明・無回答
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問６ 子育てを主に行っている方は、お子さんからみて、どなたですか。 

「父母ともに」が 52.8％で最も多く、次いで「主に母親」が 45.7％となっています。 

 

 

 

問７ 日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。【複数回答】 

「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」が 57.0％で最も多く、次いで

「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」が 27.5％となっています。「いずれもいない」は

15.3％となっています。 

母親の就労状況別にみると、「いずれもいない」は現在求職中や仕事をしていない世帯で２割を

超えてやや多くなっています。 

 

  

52.8 

45.7 

0.5 

0.5 

0.0 

0.3 

0.0 

0% 20% 40% 60%

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖母

主に祖父

その他

不明・無回答

N4,210

27.5 

57.0 

2.4 

13.7 

15.3 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父母等の

親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもを

みてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

不明・無回答

N=4,210
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■母親の就労状況別の集計 

 

  

単位（％）

日常的に祖

父母等の親

族にみても

らえる

緊急時もし

くは用事の

際には祖父

母等の親族

にみてもら

える

日常的に子

どもをみて

もらえる友

人・知人が

いる

緊急時もし

くは用事の

際には子ど

もをみても

らえる友

人・知人が

いる

いずれもい

ない

不明・無回

答

27.5 57.0 2.4 13.7 15.3 0.0

週に30時間以上で働いている（N=1,424） 33.4 57.0 2.1 10.5 11.9 0.0

週に16時間以上、30時間未満で働いている（N=1,101） 26.3 56.8 2.7 13.4 16.2 0.0

週に16時間未満で働いている（N=584） 26.0 62.2 2.9 18.3 11.6 0.0

休職中だが、週に30時間以上での復帰を予定している

（N=78）
17.9 64.1 2.6 10.3 16.7 0.0

休職中だが、週に30時間未満での復帰を予定している

（N=49）
24.5 67.3 2.0 6.1 16.3 0.0

現在求職中である（N=62） 14.5 56.5 3.2 12.9 24.2 0.0

現在仕事をしていない（休職中を含む）が、仕事をし

たい（復帰したい）（N=319）
18.5 56.4 1.3 19.1 20.4 0.0

現在仕事をしておらず（休職中を含む）、今のところ

仕事をする（復帰する）予定はない（N=521）
22.8 53.4 2.3 16.7 20.9 0.0

その他（N=42） 28.6 45.2 2.4 7.1 26.2 0.0

全体（N=4,210）

母

親

の

就

労

状

況

別
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問８ お子さんの母親の現在の就労状況（自営業、家族従事者を含む）についてお答えください。 

問９ お子さんの父親の現在の就労状況（自営業、家族従事者を含む）についてお答えください。 

母親は「週に 30 時間以上で働いている」が 33.8％で最も多く、次いで「週に 16 時間以上、30

時間未満で働いている」が 26.2％、「週に 16 時間未満で働いている」が 13.9％となっています。 

父親は「週に 30 時間以上で働いている」が 90.3％となっています。 

 

33.8 

26.2 

13.9 

1.9 

1.2 

1.5 

7.6 

12.4 

1.0 

0.7 

90.3

1.0

0.1

0.3

0.1

0.4

0.2

0.3

0.5

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に30時間以上で働いている

週に16時間以上、30時間未満で働いている

週に16時間未満で働いている

休職中だが、週に30時間以上での復帰を

予定している

休職中だが、週に30時間未満での復帰を

予定している

現在求職中である

現在仕事をしていない（休職中を含む）が、

仕事をしたい（復帰したい）

現在仕事をしておらず（休職中を含む）、

今のところ仕事をする（復帰する）予定はない

その他

不明・無回答

母親（N=4,210）

父親（N=4,210）
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問８－１ 働く希望がありながら、現在働いていない理由についてお答えください。（母親、もっ

とも近いもの１つを選択） 

問９－１ 働く希望がありながら、現在働いていない理由についてお答えください。（父親、もっ

とも近いもの１つを選択） 

母親は「今は、子育てや家事などに専念したいから」が 30.4％で最も多く、次いで「働きなが

ら子育てできる適当な仕事がないから」が 24.8％、「希望する条件・職種の仕事がないから」が

16.9％となっています。 

父親は件数は少ないですが、「働きながら子育てできる適当な仕事がないから」「病気や障がい

があるから」が 25.0％で最も多くなっています。 

 

 

  

30.4 

24.8 

16.9 

7.5 

6.9 

6.3 

1.6 

0.6 

0.0 

4.4 

0.6 

0.0

25.0

12.5

12.5

25.0

12.5

0.0

0.0

0.0

12.5

0.0

0% 20% 40%

今は、子育てや家事などに専念したいから

働きながら子育てできる適当な仕事がないから

希望する条件・職種の仕事がないから

希望する時間に合ったサービスがないから

病気や障がいがあるから

利用したいところに子どもを預けられるサービス

がないから

家族・親族などを介護しなければならないから

働くことに家族が反対するから

現在学生である、または就学を予定しているから

その他

不明・無回答

母親（N=319）

父親（N=8）
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問 10 お子さんが小学校入学後の放課後（平日の授業終了後）に、利用している預かりサービス

はありますか。あてはまる番号をすべて選択し、利用している週あたりの日数もお答えく

ださい。【複数回答】 

「利用していない」が 66.4％で最も多く、次いで「学童保育所」が 29.6％となっています。 

学年別にみると、上の学年ほど「利用していない」が多く、母親の就労状況別にみると、「学童

保育所」は母親が週に 16 時間以上就労している、または休職中で復帰を予定している家庭で多く

なっています。 

利用している週あたりの日数については、「放課後デイサービス」「民間の預かり保育」では

「５日以上」が最も多くなっています。 

 

■子どもの学年別・母親の就労状況別の集計 

 

29.6 

3.0 

0.2 

0.1 

1.1 

66.4 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80%

学童保育所

放課後等デイサービス

民間の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

その他

利用していない

不明・無回答

N=4,210

単位（％）

学童保育

所

ファミ

リー・サ

ポート・

センター

放課後等

デイサー

ビス

民間の預

かり保育
その他

利用して

いない

不明・無

回答

29.6 0.1 3.0 0.2 1.1 66.4 0.1

１年生（N=1477） 35.3 0.0 3.0 0.3 1.3 60.5 0.1

２年生（N=1465） 31.3 0.2 2.6 0.2 0.9 65.1 0.2

３年生（N=1242） 21.0 0.1 3.3 0.0 1.1 74.7 0.1

週に30時間以上で働いている（N=1,424） 62.2 0.1 2.1 0.3 1.4 34.8 0.0

週に16時間以上、30時間未満で働いている（N=1,101） 23.5 0.0 4.2 0.2 1.5 70.9 0.0

週に16時間未満で働いている（N=584） 6.3 0.2 2.6 0.0 0.7 90.2 0.2

休職中だが、週に30時間以上での復帰を予定している

（N=78）
25.6 0.0 0.0 0.0 0.0 74.4 0.0

休職中だが、週に30時間未満での復帰を予定している

（N=49）
18.4 0.0 2.0 0.0 2.0 75.5 2.0

現在求職中である（N=62） 11.3 0.0 1.6 0.0 0.0 87.1 0.0

現在仕事をしていない（休職中を含む）が、仕事をし

たい（復帰したい）（N=319）
2.8 0.0 3.4 0.0 0.6 92.5 0.6

現在仕事をしておらず（休職中を含む）、今のところ

仕事をする（復帰する）予定はない（N=521）
1.0 0.2 2.9 0.0 0.2 95.8 0.0

その他（N=42） 11.9 0.0 7.1 0.0 2.4 76.2 2.4

全体（N=1,768）

学

年

別

母

親

の

就

労

状

況

別
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放課後等デイサービスを利用している日数  民間の預かり保育を利用している日数 

    

ファミリー・サポート・センターを利用している日数 その他を利用している日数 

   

 

問 10 で「学童保育所」と回答した人のみ 

問 11 学童保育所を利用している理由についてお答えください。（もっとも近いもの１つを選択） 

「保護者が現在就労・就学している」が 97.7％となっています。 

 

 

14.4 

10.4 

15.2 

14.4 

35.2 

10.4 

0% 10% 20% 30% 40%

１日

２日

３日

４日

５日以上

不明・無回答

N=125

0.0 

14.3 

28.6 

0.0 

42.9 

14.3 

0% 20% 40% 60%

１日

２日

３日

４日

５日以上

不明・無回答

N=7

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0% 20% 40% 60%

１日

２日

３日

４日

５日以上

不明・無回答

N=4

10.9 

6.5 

19.6 

6.5 

13.0 

43.5 

0% 20% 40% 60%

１日

２日

３日

４日

５日以上

不明・無回答

N=46

97.7 

1.0 

0.3 

0.2 

0.6 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者が現在就労・就学している

保護者が、就労予定がある／求職中である

保護者が病気や障がいを持っている

保護者が家族・親族などを介護している

その他

不明・無回答

N=1,248
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問 10 で「学童保育所」と回答した人のみ 

問 12 学童保育所を何年生まで利用したいと思いますか。 

「６年生」が 42.6％で最も多く、次いで「４年生」が 21.3％、「３年生」が 19.8％となってい

ます。 

学年別でみると、上の学年ほど「６年生」が多くなっています。 

 

 

■子どもの学年別の集計 

 

2.4 

5.9 

19.8 

21.3 

7.9 

42.6 

0.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

６年生

不明・無回答

N=1,248

単位（％）

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生
不明・無

回答

2.4 5.9 19.8 21.3 7.9 42.6 0.1

１年生（N=522） 5.0 5.2 23.9 23.4 6.1 36.2 0.2

２年生（N=458） 0.0 9.4 18.1 18.8 8.5 45.2 0.0

３年生（N=261） 1.1 1.5 13.8 21.8 10.3 51.3 0.0

全体（N=1,248）

学

年

別
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問 10 で「学童保育所」と回答した人のみ 

問 13 各学年でどのような形態で利用したいですか。 

上の学年ほど「定期利用」が減少し、「長期休暇のみの利用」が増加しています。 

１年生で希望する利用形態 

 

定期利用の場合の週当たりの利用希望日数 

 

２年生で希望する利用形態 

 

定期利用の場合の週当たりの利用希望日数 

 

  

85.1 

1.7 

2.2 11.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=1,248

定期利用 長期休暇のみ利用 利用しない 不明・無回答

0.1 

0.7 

5.6 

8.7 

79.8 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日

２日

３日

４日

５日以上

不明・無回答

N=1,062

80.4 

2.8 

0.6 16.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=1,248

定期利用 長期休暇のみ利用 利用しない 不明・無回答

0.4 

0.9 

8.1 

10.6 

78.0 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日

２日

３日

４日

５日以上

不明・無回答

N=1,003
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３年生で希望する利用形態 

 

定期利用の場合の週当たりの利用希望日数 

 

 

４年生で希望する利用形態 

 

定期利用の場合の週当たりの利用希望日数 

  

71.9 8.0 2.3 17.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=1,248

定期利用 長期休暇のみ利用 利用しない 不明・無回答

0.4 

1.4 

11.7 

10.4 

74.2 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80%

１日

２日

３日

４日

５日以上

不明・無回答

N=897

47.4 18.8 9.1 24.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=1,248

定期利用 長期休暇のみ利用 利用しない 不明・無回答

0.3 

0.7 

13.4 

9.8 

74.1 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80%

１日

２日

３日

４日

５日以上

不明・無回答

N=591
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５年生で希望する利用形態 

 

定期利用の場合の週当たりの利用希望日数 

 

 

６年生で希望する利用形態 

 

定期利用の場合の週当たりの利用希望日数 

  

30.0 24.4 18.0 27.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=1,248

定期利用 長期休暇のみ利用 利用しない 不明・無回答

0.3 

2.4 

13.9 

7.0 

73.5 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80%

１日

２日

３日

４日

５日以上

不明・無回答

N=374

25.0 23.3 23.1 28.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=1,248

定期利用 長期休暇のみ利用 利用しない 不明・無回答

0.3 

1.6 

14.4 

6.1 

74.4 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80%

１日

２日

３日

４日

５日以上

不明・無回答

N=312



71 

問 10 で「学童保育所」と回答した人のみ 

問 14 現在通っている学童保育所に対して要望はありますか。【複数回答】 

「現在のままでよい」が 47.6％で最も多く、次いで「その他」を除くと「施設・設備を改善し

てほしい」が 17.9％、「保育内容を工夫してほしい」が 16.1％となっています。 

 

問 10 で「学童保育所」と回答しなかった人のみ 

問 15 学童保育所を利用していない理由は何ですか。【複数回答】 

「保護者が面倒を見られるため、必要ない」が 62.5％で最も多くなっています。 

 

17.9 

16.1 

9.1 

7.8 

19.3 

47.6 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

施設・設備を改善してほしい

保育内容を工夫してほしい

利用時間を延長してほしい

日曜日・祝日も開所してほしい

その他

現在のままでよい

不明・無回答

N=1,248

62.5 

16.5 

10.6 

10.5 

10.3 

8.8 

6.4 

2.0 

1.9 

0.4 

4.7 

6.7 

0% 20% 40% 60% 80%

保護者が面倒を見られるため、必要ない

親族（保護者を除く）が面倒を見られるため、

必要ない

留守番や友人と遊ぶため、必要ない

習い事に通っているため、必要ない

利用したいが、利用料が高い

子どもが利用したがらなかった

利用したいが、利用時間など条件が合わない

利用したいが、特別な支援を必要とするため、

利用できない

利用したいが、定員に空きがなかった

学童保育を知らなかった

その他

不明・無回答

N=2,962
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問 16 今後、学童保育所を利用したいと思いますか。 

「現在利用しており、引き続き利用したい」が 28.6％、「現在は利用していないが、今後は利用

したい」が 9.2％となっています。 

「現在は利用していないが、今後は利用したい」を回答した人の利用したい週当たり日数は

「５日以上」が最も多くなっています。「過去に利用していたが、今後の利用は考えていない」を

回答した人の利用していた学年は「１年生」が 41.8％で最も多く、次いで「２年生」が 38.7％と

なっています。 

 

「現在は利用していないが、今後は利用したい」を回答した人の利用したい週当たり日数 

 

「過去に利用していたが、今後の利用は考えていない」を回答した人の何年生まで利用していたか 

  

28.6 9.2 7.6 51.7 3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=4,210

現在利用しており、引き続き利用したい 現在は利用していないが、今後は利用したい

過去に利用していたが、今後の利用は考えていない 今後も利用したいとは思わない

不明・無回答

2.1 

11.1 

26.8 

12.4 

42.3 

5.4 

0% 20% 40% 60%

１日

２日

３日

４日

５日以上

不明・無回答

N=388

41.8 

38.7 

15.1 

0.0 

0.0 

0.0 

4.4 

0% 20% 40% 60%

１年生

２年生

３年生

４年生

５年生

６年生

不明・無回答

N=318
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問 17 この１年間に、お子さんが病気やけが、学級閉鎖などで学校に通えなかったことはありま

したか。 

「あった」が 84.2％、「なかった」が 15.6％となっています。 

 

 

問 18 お子さんが病気やけがで、いつも利用している学校に通えなかった日の、この１年間に行

った対処方法は何ですか。【複数回答】 

「母親が仕事を休んだ」が 64.9％で最も多く、次いで「父親または母親のうち就労していない

方が子どもをみた」が 25.7％、「(同居者を含む)親族・知人に子どもをみてもらった」が 24.3％

となっています。 

各対処方法の日数については、いずれについても「１～４日」が最も多くなっていますが、平

均的な日数でみると、「父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた」が最も多く、次

いで「母親が仕事を休んだ」が多くなっています。 

 

 

84.2 15.6 0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=4,210

あった なかった 不明・無回答

64.9 

25.7 

24.3 

21.5 

8.0 

1.3 

0.1 

0.0 

6.1 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80%

母親が仕事を休んだ

父親または母親のうち就労していない方が

子どもをみた

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

父親が仕事を休んだ

子どもだけで留守番をさせた

病児・病後児保育を利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

ベビーシッターを利用した

その他

不明・無回答

N=3,543
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母親が仕事を休んだ日数    父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた日数 

    

 

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった日数 父親が仕事を休んだ日数 

    

  

41.3 

29.8 

14.7 

3.8 

3.4 

0.3 

1.0 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

N=2,299

26.7 

25.8 

18.1 

4.7 

4.5 

0.3 

2.2 

17.7 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

N=911

53.5 

22.0 

9.6 

1.9 

1.2 

0.2 

1.3 

10.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

N=861

68.0 

21.2 

4.6 

0.5 

0.4 

0.0 

0.8 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

N=760
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子どもだけで留守番をさせた日数   病児・病後児保育を利用した日数 

    

 

ファミリー・サポート・センターを利用した日数 ベビーシッターを利用した日数 

    

  

73.7 

10.9 

3.5 

0.0 

0.0 

0.4 

2.5 

9.1 

0% 20% 40% 60% 80%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

N=285

70.2 

12.8 

4.3 

4.3 

2.1 

0.0 

0.0 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

N=47

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

N=2

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

N=1
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その他の日数    

 

  

32.9 

22.7 

10.6 

0.5 

0.9 

0.0 

0.9 

31.5 

0% 10% 20% 30% 40%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

N=216
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問 18 で「父親が仕事を休んだ」または「母親が仕事を休んだ」と回答した人のみ 

問 19 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。 

「できれば病児・病後児保育施設等を利用したかった」が 10.9％となっています。 

利用したかった年間日数については、「１～４日」が 37.7％で最も多く、次いで「５～９日」が

31.2％となっています。 

 

利用したかった年間日数 

 

  

10.9 83.8 5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=2,383

できれば病児・病後児保育施設等を利用したかった

利用したいとは思わなかった

不明・無回答

37.7 

31.2 

17.7 

1.9 

1.2 

0.0 

1.2 

9.2 

0% 10% 20% 30% 40%

１～４日

５～９日

10～14日

15～19日

20～24日

25～29日

30日以上

不明・無回答

N=260
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問 19 で「利用したいとは思わなかった」と回答した人のみ 

問 20 そう思われる理由は何ですか。【複数回答】 

「親が仕事を休んで対応する」が 53.4％で最も多く、次いで「病児・病後児を他人にみてもら

うのは不安」が 39.8％、「利用料がかかる・高い」が 30.3％となっています。 

 

 
 

問 21 これまで、ファミリー･サポート･センターを利用したことはありますか。 

「現在利用している」が 0.6％、「現在は利用していないが、以前は利用していたことがある」

が 3.4％となっており、95.8％が「利用したことはない」と回答しています。 

 

 

  

53.4 

39.8 

30.3 

20.1 

15.7 

9.6 

8.1 

6.4 

9.8 

0.4 

0% 20% 40% 60%

親が仕事を休んで対応する

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

利用料がかかる・高い

利用方法（手続き、利用料等）がわからない

利便性（利用可能時間・日数など）がよくない

利用したい事業が地域にない

制度を知らない

質に不安がある

その他

不明・無回答

N=1,998

0.6 

3.4 57.4 38.4 0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=4,210

現在利用している

現在は利用していないが、以前は利用していたことがある

制度は知っていたが、利用したことはない

利用したことはなく、制度も知らなかった

不明・無回答
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問 21 で「現在利用している」「現在は利用していないが、以前は利用していたことがある」と回

答した人のみ 

問 22 特にどのような場合に利用していますか（していましたか）。【複数回答】 

「保育園・幼稚園・認定こども園への送迎」が 22.2％で最も多く、次いで「保育園・幼稚園・

認定こども園からの帰宅後の預かり」が 18.0％となっています。 

 

 
 

問 23 今後、ファミリー･サポート･センターを利用したいと思いますか。 

「利用したい」が 1.9％、「できれば利用したい」が 8.4％となっています。 

 

  

22.2 

18.0 

11.4 

10.8 

10.2 

9.6 

9.0 

4.2 

3.0 

0.0 

21.6 

3.0 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

保育園・幼稚園・認定こども園への送迎

保育園・幼稚園・認定こども園からの帰宅後の預かり

保護者が買い物等で外出する場合の預かり

保護者が妊娠中、出産前後の時の他の子どもの預かり

子どもの習い事への送迎

保護者が不定期の就労をする場合の預かり

冠婚葬祭やその他の不定期の保護者の用事の場合の

預かり

学童保育所への送迎

学童保育所からの帰宅後の預かり

（障がい児等）小学校への送迎

その他

不明・無回答

N=167

1.9 8.4 34.9 23.3 30.6 0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=4,210

利用したい できれば利用したい

あまり利用したいと思わない 利用したいと思わない

分からない 不明・無回答
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問 23 で「利用したい」「できれば利用したい」と回答した人のみ 

問 24 今後どのような場合にファミリー・サポート・センターを利用したいですか。【複数回答】 

「冠婚葬祭やその他の不定期の保護者の用事の場合の預かり」が 45.9％で最も多く、次いで

「子どもの習い事への送迎」が 39.9％となっています。 

 

 

問 23 で「利用したい」「できれば利用したい」と回答した人のみ 

問 25 どれくらいの頻度で利用したいですか。 

「年に数回」が 32.3％で最も多く、次いで「週に１～２回」が 20.7％となっています。 

 

 
  

45.9 

39.9 

17.3 

16.8 

4.1 

12.2 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

冠婚葬祭やその他の不定期の保護者の用事の場合の

預かり

子どもの習い事への送迎

学童保育所への送迎

学童保育所からの帰宅後の預かり

（障がい児等）小学校への送迎

その他

不明・無回答

N=434

1.4 

6.0 

9.4 

20.7 

8.3 

32.3 

21.9 

0% 10% 20% 30% 40%

ほぼ毎日（週に６～７回）

週に５回

週に３～４回

週に１～２回

月に１～２回

年に数回

不明・無回答

N=434
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問 23 で「あまり利用したいと思わない」「利用したいと思わない」と回答した人のみ 

問 26 利用しない、または利用しようと思わない一番の理由は何ですか。 

「必要としないから」が 46.5％で最も多く、次いで「利用料金が負担になるから」が 20.5％と

なっています。 

 

 
  

46.5 

20.5 

10.8 

8.6 

8.3 

4.9 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

必要としないから

利用料金が負担になるから

ファミリー･サポート･センターのことが

よく分からないから

手続きの仕方が面倒だから

ファミリー･サポート･センターに不安や不満が

あるから

その他

不明・無回答

N=2,453
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問 27  安心して子どもを産み育てるうえで、今後、市に期待する施策は何ですか。 

【５つまで複数回答】 

「子育てにかかる経済的援助」が 58.7％で最も多く、次いで「仕事と家庭との両立の推進」が

43.7％、「学童保育所の充実」が 33.3％となっています。 

 

  

58.7 

43.7 

33.3 

19.7 

19.4 

18.5 

15.8 

15.8 

15.5 

12.5 

12.3 

12.2 

12.1 

10.7 

9.4 

7.1 

6.6 

5.2 

4.5 

4.0 

4.8 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80%

子育てにかかる経済的援助

仕事と家庭との両立の推進

学童保育所の充実

一時保育の充実

地域における子どもの見守り

病児・病後児保育室の充実

延長保育の充実

児童館の充実

子どもの発達に関する相談や支援

休日保育の充実

産後ケアの充実

地域における子育て支援サービスの充実

産前産後の育児や家事の支援

子育て支援センターの充実

子育てに関する情報提供の充実

父親の子育て参画の促進

子育て中の悩みや児童虐待などの相談窓口の充

実

ひとり親家庭等の自立支援の推進

子育て支援のネットワークづくり

妊娠から乳幼児期の健診や相談窓口の充実

その他

不明・無回答

N=4,210
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問 28 子育てに関する情報をどのように入手していますか。【複数回答】 

「友人」が 52.6％で最も多く、次いで「インターネット、ＳＮＳなど」が 46.5％、「市の広報

紙」が 38.2％となっています。 

 

  

52.6 

46.5 

38.2 

35.2 

25.0 

22.0 

11.9 

10.9 

10.0 

9.0 

8.2 

4.2 

1.3 

0.9 

0.8 

1.4 

3.9 

0.6 

0% 20% 40% 60%

友人

インターネット、ＳＮＳなど

市の広報紙

保育園･幼稚園･認定こども園など

親族（親、兄弟・姉妹など）

近隣の人、知人

テレビ、ラジオ、新聞

市のホームページ

子育て支援センター

市役所の窓口

雑誌、育児書

よっかいち子育てガイドブック

子育て支援アプリ「よかプリコ」

民生委員・児童委員

子育てサークル

その他

どこで入手すればよいかわからない

不明・無回答

N=4,210
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問 29 四日市市において、次の点について、どのようにお感じになりますか。それぞれについて、 

どのように感じているかを１～５の５段階でお答えください。 

   【それぞれあてはまるもの１つを選択】 

「そう思う」と「まあそう思う」の合計でみると、「親と子が健康管理の行き届いた環境の中で

子育てを行うことができる」が 45.5％で最も多く、次いで「子どもたちが地域で見守られながら、

心豊かにたくましく育っている」が 43.6％、「就学前の教育・保育（幼稚園、保育園、認定こども

園）の内容が充実している」が 41.9％となっています。 

「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計でみると、「働きながら子育てができる子育

て支援サービスが整っている」が 49.1％で最も多く、次いで「男女が共に働きながら子育てを行

う意識が高まってきている」が 34.7％、「子育て家庭に対する多様なサービスが充実し、安心して

子育てができる」が 34.1％となっています。 

 

 

  

5.0 

5.8 

6.8 

3.8 

6.9 

2.5 

2.0 

1.4 

40.5 

37.8 

35.1 

34.8 

31.2 

22.9 

17.8 

12.3 

35.4 

31.3 

33.9 

36.1 

26.8 

40.2 

49.8 

36.9 

13.2 

17.7 

16.1 

17.0 

22.0 

24.1 

21.2 

31.5 

5.6 

7.1 

7.9 

8.1 

12.7 

10.0 

8.8 

17.6 

0.5 

0.3 

0.3 

0.2 

0.4 

0.3 

0.4 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親と子が健康管理の

行き届いた環境の中で

子育てを行うことができる

子どもたちが地域で

見守られながら、心豊かに

たくましく育っている

就学前の教育・保育（幼稚

園、保育園、認定こども

園）の内容が充実している

安心して妊娠・出産できる

環境が整っている

男女が共に働きながら

子育てを行う意識が

高まってきている

子育て家庭に対する

多様なサービスが充実し、

安心して子育てができる

支えが必要な子どもやその

家庭への支援が整っている

働きながら子育てができる

子育て支援サービスが

整っている

そう思う まあそう思う どちらともいえない あまりそう思わない

そう思わない 不明・無回答

N=4,210
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問 30 子育て環境に関して、日頃特に不安や負担等に感じること、また気になることはどのよう

なことですか。【複数回答】 

「仕事や自分のやりたいことが十分できないこと」が 36.8％で最も多く、次いで「子育てによ

る心身の疲れやストレスがたまること」が 31.8％となっています。 

 

 

  

36.8 

31.8 

18.1 

16.9 

14.5 

12.2 

9.3 

8.6 

7.9 

2.6 

3.9 

26.8 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40%

仕事や自分のやりたいことが十分できないこと

子育てによる心身の疲れやストレスがたまること

家族以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと

子どもに対してつらくあたってしまうこと

経済的な理由で十分な教育や子育てが

できていないこと

子育てに関して家族の協力が少ないこと

家族と子育てに関して意見が合わないこと

話し相手や相談相手がいないこと

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場等

周りのみる目が気になること

子どもの食事や身支度などの世話を面倒に感じて

やらずに済ませてしまうこと

その他

特にない

不明・無回答

N=4,210
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問 31 あなたのお子さんの普段の生活の中で、お子さんが大切にされていない、お子さんの意見

が聞いてもらえない、お子さんの心が傷つけられるなど、お子さんの権利が守られていな

いと感じることがありますか。あるとすれば、どのような場面でそうだと感じますか。 

【複数回答】 

「特に感じることはない」が 75.5％で最も多くなっています。そうだと感じる場面については、

「学校の同級生や友人と過ごしているとき」が 8.1％で最も多くなっています。 

 

 

  

8.1 

5.7 

5.0 

2.7 

2.5 

1.7 

1.5 

1.2 

0.5 

0.3 

2.1 

75.5 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80%

学校の同級生や友人と過ごしているとき

家族やきょうだいと過ごしているとき

学校の授業や先生と過ごしているとき

テレビやゲームを使っているとき

インターネットやSNSを使っているとき

塾や習いごとに参加しているとき

公園などで遊んでいるとき

お店で買い物をするとき

学校の部活動に参加しているとき

図書館や公民館を使うとき

その他

特に感じることはない

不明・無回答

N=4,210
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問 32 問 31 で、お子さんの権利が守られていないと感じることがあるという方は、よろしければ

具体的に、どんなことがあるかをお答えください。書きたくないことを無理に答える必要

はありません。 

記入された意見を内容別に分類したところ、368 人から 375 件の回答がありました。寄せられた

意見の内容別の件数は以下の通りです。 

 
No. 分野 主な内容 件数 

1 親・兄弟との関わり 

・忙しくて子どもにあたってしまう 

・手のかかる子を優先して他の子がおろそかになる 

・親からの暴言や不適切な関わり 

・きょうだい間の力関係  等 

75 

2 指導者の関わり 

・学校の教員、学童保育の指導員、保育者、地域クラブの指

導者等からの不適切な指導、暴言等 

・いじめや子ども間の問題に適切に対応しない  等 

61 

3 
子ども間のいじめ・暴

力 
・他の子どもからの暴力、暴言、いじめ等 60 

4 教育環境 

・給食時間の短さ、登下校の荷物の重さ等の教育環境 

・クラスの問題や子どもの声に十分対応できない教員の不

足、余力のなさ  等 

42 

5 他の子との関係 

・自分の意見を十分言えない、言いなりになる 

・気になる事や嫌なことを言われる 

・一緒に遊べない  等 

38 

6 
インターネットの利

用・ゲーム等 

・子どもにとって不適切な広告や表現にさらされる問題 

・健康への影響  等 
23 

7 育ちの環境 
・公園等の規制、自由に遊べない環境 

・事故の危険のある交通状況  等 
20 

8 周囲の無理解 
・公園などで周囲の大人の目を気にして遊ばざるを得ない 

・子どもの声を迷惑だと言われる  等 
19 

9 
子どもの意見が聞かれ

ない 

・子どもの言葉が無視される 

・意見を言いにくい子どもの声が聴いてもらえない  等 
13 

10 
障がいや発達の特性へ

の無理解 

・子どもの障がいや発達の特性への無理解、特性に応じた対

応をしてもらえない  等 
9 

11 その他  16 
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問 33 お子さんの子育てをする上で、気軽に相談できる人や場所はどこですか。【複数回答】 

「家族」が 79.6％で最も多く、次いで「友人や知人」が 65.3％、「祖父母等の親族」が 55.8％

となっています。 

 

 

 

  

79.6 

65.3 

55.8 

25.3 

22.7 

11.8 

5.8 

5.0 

3.5 

3.3 

1.7 

0.8 

0.4 

0.1 

0.9 

3.4 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族

友人や知人

祖父母等の親族

職場の人

保育園・幼稚園や小学校等の先生

近隣の人

かかりつけの医師

学童保育の支援員

インターネット・SNS

子育て支援センター

市役所の相談窓口（保健所含む）

「子育て支援センター」「市役所の相談窓口」以外の

子育て支援施設やサークル

民生委員・児童委員

子育てコンシェルジュ

その他

特になし

不明・無回答

N=167
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問 34 最後に、子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自由にご回答ください。 

記入された意見を内容別に分類したところ、645 人から 713 件の回答がありました。寄せられた

意見の内容別の件数は以下の通りです。 

 
No. 分野 主な内容 件数 

1 学童保育について 

・利用できない、利用しにくい 

・定員や箇所を増やしてほしい 

・市の直営等で内容を充実させてほしい 

・学童保育ごとの格差をなくしてほしい 

・保護者の負担が大きい  等 

88 

2 経済的支援について 

・医療支援の年齢を上げてほしい 

・進学の費用を支援してほしい 

・保護者が働けずに収入が少ない間の支援が必要 

・経済的支援の充実  等 

66 

3 
四日市市の子育て支援

について 

・子育てしにくいまちだと感じる 

・多子支援だけでなく一子目から支援が必要 

・ひとり親や非課税世帯以外も支援してほしい 

・子育て支援を充実させてほしい  等 

61 

4 
PTA・子ども会等の地

域活動について 

・ＰＴＡ・子ども会・育成会等の負担が大きい 

・保護者の共働きを前提にかかわりを見直すべき 

・入会したくない  等 

48 

5 学校・教育について 

・タブレットが重く子どもの負担になっている 

・少子化が進み子どもが減っていることが不安 

・学校の教育内容・教育環境の充実  等 

46 

6 公園・児童館について 
・公園や遊び場を充実させてほしい 

・児童館をつくってほしい  等 
41 

7 地域環境について 

・通学路の危険な箇所について 

・歩道を整備してほしい 

・側溝に落ちないような対策が必要  等 

37 

8 
子育て支援・保護者へ

の支援について 

・育児疲れに対する支援 

・ベビーシッターや家事支援等が必要 

・育児相談の充実、相談しやすい環境づくり  等 

37 

9 
保育園・幼稚園・こど

も園等について 

・待機児童をなくしてほしい 

・必要な人が入所できるようにしてほしい 

・預けられなくて働きたくても働けない  等 

36 

10 預かり保育について 

・夏休み・休日等に利用できる預かり保育がほしい 

・学童保育を利用できない、学童保育では対応できない場合

の預かり保育が必要  等 

35 

11 職場環境について 

・子育てへの理解が進んでほしい（急な病気への対応等） 

・時短勤務等をしやすくしてほしい 

・子育て中の母親が働けるようにしてほしい  等 

29 

12 
支援が必要な子どもに

ついて 

・発達に課題のある子どもへの支援を充実させてほしい、支

援が受けにくい 

・不登校の子どもの支援を充実させてほしい  等 

24 

13 
地域のつながり・人間

関係について 

・保護者同士のネットワークがほしい 

・地域で子育てを見守る関係があるとよい 

・地域での人間関係のトラブル  等 

21 

14 情報提供 

・子育て支援の制度等についての情報提供の充実 

・入学や進学に関する情報提供の充実 

・ウェブサイトやアプリでの発信  等 

20 
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No. 分野 主な内容 件数 

15 
既存の子育て支援の改

善について 

・所得制限を撤廃してほしい 

・非課税世帯以外への支援もしてほしい 

・きょうだいの年齢差にかかわらず支援を受けられるように

してほしい  等 

17 

16 アンケートについて 

・質問が長い 

・何の役に立つのかわからない 

・きちんと生かして改善してほしい  等 

14 

17 
子育ての負担・不安に

ついて 
・子育てのストレス、経済的不安等について 13 

18 病児保育について 
・利用しにくい、予約が取れない 

・枠を増やしてほしい  等 
12 

19 小児医療について 
・小児科が少ない、予約を取りにくい 

・休日診療を充実させてほしい  等 
12 

20 
体験の機会の充実につ

いて 

・子ども向けのスポーツや習い事などの体験の機会や場所を

充実させてほしい  等 
11 

21 男女共同参画について 
・男性（父親）の意識を変える働きかけが必要 

・女性の負担が大きすぎる  等 
9 

22 
他自治体の事例につい

て 

・他の自治体で実施されている事業等で四日市市でも取り入

れてほしいことについて 
8 

23 その他  28 
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Ⅴ こども施策検討に関する調査の結果 
 

本調査については、対象である中学生と高校生とで大きく回収率が異なり、また高校生には四

日市市に居住しない回答者が多く含まれることから、中学生と高校生の回答を合計した全体（単

純集計）だけではなく、中学生、高校生それぞれの回答も、全ての質問について示すものとしま

す。 

 

問１ あなたの性別 

中学生では、男性が 47.9％、女性が 49.2％となっています。 

高校生では、男性が 37.2％、女性が 57.8％となっています。 

 

問２ あなたの学年 

中学生は全員が中学３年生です。高校生は 89.9％が高校２年生、10.1％が高校３年生です。 

 

45.7 

47.9 

37.2 

50.9 

49.2 

57.8 

3.3 

2.8 

5.0 

0.1 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

男性 女性 回答しない 不明・無回答

78.7 

100.0 

18.1 

89.9 

2.0 

10.1 

1.1 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

中学３年生 高校２年生 高校３年生 不明・無回答
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問３ あなたが現在一緒に暮らしているのは誰ですか【複数回答】 

中学生・高校生ともに「母親」が９割台で最も多く、次いで「父親」が８割台となっています。 

 

 

  

95.7 

84.8 

46.3 

42.6 

17.8 

4.6 

0.4 

96.9 

85.3 

45.7 

43.6 

18.6 

4.3 

0.2 

91.3 

82.6 

48.6 

39.0 

14.7 

5.5 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

父親

弟・妹

兄・姉

祖父母

その他

不明・無回答

全体（N=1,081）

中学生（N=851）

高校生（N=218）
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問４ お住まいの小学校区はどちらですか。 

中学生では「海蔵」が 11.4％で最も多く、次いで「大矢知興譲」が 9.8％となっています。 

高校生では「四日市市以外の三重県内」が 42.7％で最も多く、次いで「三重」が 6.0％となっ

ています。 

 

  

1.2 

3.1 

0.7 

0.6 

1.8 

1.1 

0.2 

1.9 

0.4 

1.5 

0.3 

4.2 

4.8 

2.2 

1.0 

0.3 

2.4 

2.8 

1.1 

0.3 

4.3 

1.5 

3.9 

0.4 

0.5 

1.2 

0.9 

0.1 

1.9 

0.1 

1.6 

0.2 

5.1 

5.9 

2.6 

0.7 

0.1 

3.1 

3.3 

0.5 

0.1 

5.2 

0.0 

0.0 

1.8 

1.4 

4.1 

1.8 

0.5 

1.8 

0.9 

0.9 

0.5 

0.9 

0.9 

0.9 

2.3 

0.9 

0.0 

0.9 

2.8 

0.9 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

中央

中部西

浜田

富洲原

富田

羽津

羽津北

常磐

常磐西

日永

泊山

四郷

笹川

高花平

内部

内部東

塩浜

小山田

川島

神前

桜

2.5 

2.5 

0.7 

6.4 

0.6 

0.7 

5.5 

0.6 

1.9 

8.2 

0.2 

2.6 

4.4 

9.3 

1.2 

6.0 

9.1 

0.8 

0.4 

0.4 

3.1 

1.5 

0.4 

7.8 

0.2 

0.1 

6.6 

0.8 

1.5 

9.8 

0.2 

2.8 

5.4 

11.4 

1.3 

7.2 

0.2 

0.5 

0.1 

0.4 

0.5 

6.0 

2.3 

1.4 

1.8 

2.8 

0.9 

0.0 

3.2 

2.3 

0.0 

1.8 

0.9 

1.4 

0.9 

1.8 

42.7 

2.3 

1.4 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

桜台

三重

三重西

大谷台

三重北

県

八郷

八郷西

下野

大矢知興譲

河原田

水沢

保々

海蔵

橋北

楠

四日市市以外

の三重県内

三重県外

小学校区がわ

からない

不明・無回答

全体（N=1,081）

中学生（N=851）

高校生（N=218）
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問５ あなたは、今どのようなことに関心がありますか。【複数回答】 

中学生・高校生ともに上位３項目は「勉強や受験」「音楽」「ゲーム（ゲーム機・スマホゲーム

等）」となっています。 

 

  

63.4 

61.1 

50.1 

41.4 

33.9 

33.3 

31.4 

29.9 

28.3 

27.3 

27.2 

26.6 

25.0 

19.0 

66.7 

63.0 

53.2 

44.1 

36.1 

32.5 

33.7 

32.5 

31.3 

28.1 

29.1 

27.7 

26.0 

15.3 

51.4 

52.8 

38.1 

31.7 

26.1 

34.9 

22.5 

20.6 

17.4 

24.3 

18.8 

20.6 

21.1 

33.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

勉強や受験

音楽

ゲーム（ゲーム機・

スマホゲーム等）

ＳＮＳ

インターネット

就職や仕事

映画や演劇

スポーツ

学校以外のスポーツや

趣味の活動

ファッション（流行）

読書

健康

アイドルやタレント

学校の部活動

15.0 

13.8 

12.0 

10.8 

10.6 

10.6 

8.0 

6.7 

6.6 

5.3 

1.9 

1.5 

0.3 

16.0 

13.9 

12.7 

10.8 

12.0 

11.2 

8.3 

6.2 

6.6 

5.8 

2.0 

1.2 

0.2 

10.1 

13.3 

9.6 

10.6 

5.5 

8.7 

6.4 

7.8 

6.0 

3.2 

1.8 

2.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社会の出来事

パートナー（交際相

手）とのつきあい

海外体験・国際交流

バイクや車

政治や経済

環境問題

自然体験

ボランティア活動

地域の行事

伝統芸能

その他

特にない

不明・無回答

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）
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問６ あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。 

満足しているという回答（「十分満足している」「ある程度満足している」「どちらかといえば満

足している」の合計）は、中学生で 89.9％、高校生で 88.5％となっています。 

 

 

問７ あなたの思いや気持ちについて、もっとも近いものを選択してください。 

Ａ 自分にはよいところがある  

そう思うという回答（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）は、中学生で

87.0％、高校生で 78.4％となっています。 

性別でみると、「そう思う」は男性の方が多くなっています。 

 

  

33.6 

34.5 

30.3 

38.0 

38.2 

36.2 

18.0 

17.2 

22.0 

5.1 

5.3 

4.6 

2.4 

2.0 

4.1 

1.8 

1.6 

2.3 

1.1 

1.2 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

十分満足している ある程度満足している

どちらかといえば満足している どちらかといえば満足していない

あまり満足していない まったく満足していない

不明・無回答

40.2 

42.1 

33.0 

45.0 

44.9 

45.4 

10.1 

9.2 

13.8 

4.3 

3.5 

7.3 

0.5 

0.4 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

不明・無回答
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■性別の集計 

 
 
 

Ｂ 自分のことが好きだ 

そう思うという回答（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）は、中学生で

73.0％、高校生で 63.3％となっています。 

性別でみると、「そう思う」は男性の方が多くなっています。 

 

 

■性別の集計 

 

  

単位（％）

そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない 不明・無回答

40.2 45.0 10.1 4.3 0.5

男性（N=494） 51.0 37.2 7.1 4.0 0.6

女性（N=550） 32.2 52.7 12.0 2.9 0.2

回答しない（N=36） 16.7 33.3 22.2 27.8 0.0

全体（N=1,081）

性

別

26.6 

28.0 

21.1 

44.3 

45.0 

42.2 

19.9 

18.8 

23.9 

8.6 

7.9 

11.9 

0.6 

0.4 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

不明・無回答

単位（％）

そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない 不明・無回答

26.6 44.3 19.9 8.6 0.6

男性（N=494） 33.0 47.8 13.2 5.5 0.6

女性（N=550） 22.0 42.5 25.6 9.5 0.4

回答しない（N=36） 11.1 25.0 25.0 38.9 0.0

全体（N=1,081）

性

別
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Ｃ 自分には将来の夢や目標がある 

そう思うという回答（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）は、中学生で

78.2％、高校生で 66.5％となっています。 

 

■性別の集計 

 

 
 

Ｄ 自分の将来が楽しみだ 

そう思うという回答（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）は、中学生で

80.1％、高校生で 65.6％となっています。 

 

44.2 

45.1 

40.4 

31.5 

33.1 

26.1 

14.7 

13.4 

20.2 

9.1 

8.1 

12.4 

0.5 

0.2 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

不明・無回答

単位（％）

そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない 不明・無回答

44.2 31.5 14.7 9.1 0.5

男性（N=494） 43.9 30.4 14.6 10.5 0.6

女性（N=550） 45.1 32.7 14.9 7.1 0.2

回答しない（N=36） 36.1 30.6 13.9 19.4 0.0

全体（N=1,081）

性

別

38.8 

40.4 

33.0 

38.3 

39.7 

32.6 

15.3 

14.0 

19.7 

7.1 

5.6 

13.3 

0.6 

0.2 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

不明・無回答
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■性別の集計 

 

 
 

Ｅ がんばれば、よいことがある 

そう思うという回答（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）は、中学生で

90.8％、高校生で 88.6％となっています。 

性別で見ると、「そう思う」は男性の方が多くなっています。 

 

■性別の集計 

 

  

単位（％）

そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない 不明・無回答

38.8 38.3 15.3 7.1 0.6

男性（N=494） 44.3 36.8 10.9 7.1 0.8

女性（N=550） 34.9 40.2 18.9 5.8 0.2

回答しない（N=36） 22.2 30.6 19.4 27.8 0.0

全体（N=1,081）

性

別

56.7 

58.3 

51.4 

33.6 

32.5 

37.2 

5.6 

5.4 

6.0 

3.5 

3.3 

4.6 

0.6 

0.5 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

不明・無回答

単位（％）

そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない 不明・無回答

56.7 33.6 5.6 3.5 0.6

男性（N=494） 63.4 28.5 3.2 3.6 1.2

女性（N=550） 52.9 38.0 6.7 2.4 0.0

回答しない（N=36） 25.0 36.1 19.4 19.4 0.0

全体（N=1,081）

性

別
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Ｆ 自分は家族に大事にされている 

そう思うという回答（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）は、中学生で

96.5％、高校生で 91.7％となっています。 

 

■性別の集計 

 

 
 

Ｇ 自分は友だちから好かれている 

そう思うという回答（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）は、中学生で

90.7％、高校生で 85.7％となっています。 

性別で見ると、「そう思う」は男性の方が多くなっています。 

 

67.2 

67.7 

65.1 

28.3 

28.8 

26.6 

2.1 

1.6 

4.1 

1.6 

1.2 

3.2 

0.8 

0.7 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

不明・無回答

単位（％）

そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない 不明・無回答

67.2 28.3 2.1 1.6 0.8

男性（N=494） 68.0 27.1 1.8 1.6 1.4

女性（N=550） 68.4 28.4 2.0 1.1 0.2

回答しない（N=36） 38.9 44.4 8.3 8.3 0.0

全体（N=1,081）

性

別

37.6 

38.5 

33.9 

52.1 

52.2 

51.8 

7.6 

7.1 

9.6 

2.2 

1.9 

3.7 

0.6 

0.4 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

不明・無回答
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■性別の集計 

 

 
 

Ｈ 友だちと会うのは楽しい 

そう思うという回答（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）は、中学生で

97.1％、高校生で 91.3％となっています。 

 

■性別の集計 

 

  

単位（％）

そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない 不明・無回答

37.6 52.1 7.6 2.2 0.6

男性（N=494） 44.3 47.6 5.7 1.6 0.8

女性（N=550） 33.1 56.7 8.4 1.6 0.2

回答しない（N=36） 13.9 44.4 22.2 19.4 0.0

全体（N=1,081）

性

別

74.9 

77.7 

64.2 

20.8 

19.4 

27.1 

2.9 

1.9 

6.4 

0.8 

0.7 

1.4 

0.6 

0.4 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

不明・無回答

単位（％）

そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない 不明・無回答

74.9 20.8 2.9 0.8 0.6

男性（N=494） 81.0 16.2 1.2 0.8 0.8

女性（N=550） 71.8 23.5 3.8 0.7 0.2

回答しない（N=36） 41.7 44.4 11.1 2.8 0.0

全体（N=1,081）

性

別
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問８  あなたは、15 年後どのようになっていると思いますか。 

Ａ お金持ちになっている 

そう思うという回答（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）は、中学生で

47.3％、高校生で 39.9％となっています。 

性別で見ると、「そう思う」は男性の方が多くなっています。 

 

■性別の集計 

 

  

16.4 

17.9 

11.0 

29.3 

29.4 

28.9 

40.3 

40.5 

39.4 

13.3 

11.8 

19.7 

0.6 

0.5 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

不明・無回答

単位（％）

そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない 不明・無回答

16.4 29.3 40.3 13.3 0.6

男性（N=494） 24.9 31.6 33.4 9.1 1.0

女性（N=550） 9.6 28.2 46.7 15.3 0.2

回答しない（N=36） 2.8 16.7 38.9 41.7 0.0

全体（N=1,081）

性

別
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Ｂ 自由にのんびり暮らしている 

そう思うという回答（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）は、中学生で

77.7％、高校生で 69.3％となっています。 

性別で見ると、「そう思う」は男性の方が多くなっています。 

 
■性別の集計 

 

 
 

Ｃ 人の役に立っている 

そう思うという回答（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）は、中学生で

82.1％、高校生で 73.4％となっています。 

性別で見ると、「そう思う」は男性の方が多くなっています。 

 

40.1 

41.2 

34.9 

36.1 

36.5 

34.4 

17.3 

16.8 

19.7 

5.9 

4.9 

10.1 

0.6 

0.5 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

不明・無回答

単位（％）

そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない 不明・無回答

40.1 36.1 17.3 5.9 0.6

男性（N=494） 46.8 32.8 13.8 5.7 1.0

女性（N=550） 34.9 39.5 19.6 5.8 0.2

回答しない（N=36） 27.8 30.6 30.6 11.1 0.0

全体（N=1,081）

性

別

28.4 

28.9 

26.6 

51.9 

53.2 

46.8 

14.6 

13.7 

17.4 

4.5 

3.6 

8.3 

0.6 

0.5 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

不明・無回答



103 

■性別の集計 

 

 
 

Ｄ 結婚している 

そう思うという回答（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）は、中学生で

52.3％、高校生で 46.4％となっています。全体で「そう思わない」が 22.4％となっています。 

性別で見ると、「そう思う」は男性の方が多くなっています。 

 

■性別の集計 

 

  

単位（％）

そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない 不明・無回答

28.4 51.9 14.6 4.5 0.6

男性（N=494） 34.4 46.8 12.8 5.1 1.0

女性（N=550） 24.0 57.3 15.3 3.3 0.2

回答しない（N=36） 13.9 41.7 27.8 16.7 0.0

全体（N=1,081）

性

別

20.4 

20.8 

19.3 

30.7 

31.5 

27.1 

25.5 

25.1 

28.0 

22.4 

21.9 

24.3 

0.9 

0.7 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

不明・無回答

単位（％）

そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない 不明・無回答

20.4 30.7 25.5 22.4 0.9

男性（N=494） 27.1 28.9 22.7 20.0 1.2

女性（N=550） 15.1 33.3 29.3 21.8 0.5

回答しない（N=36） 11.1 16.7 8.3 63.9 0.0

全体（N=1,081）

性

別
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Ｅ 仕事をしている 

そう思うという回答（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）は、中学生で

95.5％、高校生で 94.9％となっています。 

 

■性別の集計 

 

 
 

Ｆ 出世している 

そう思うという回答（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）は、中学生で

66.4％、高校生で 49.1％となっています。 

性別で見ると、「そう思う」は男性の方が多くなっています。 

 

75.0 

76.5 

68.8 

20.3 

19.0 

26.1 

1.8 

1.5 

2.3 

2.2 

2.5 

1.4 

0.7 

0.5 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

不明・無回答

単位（％）

そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない 不明・無回答

75.0 20.3 1.8 2.2 0.7

男性（N=494） 75.3 19.0 1.4 3.2 1.0

女性（N=550） 76.4 20.5 1.6 1.3 0.2

回答しない（N=36） 52.8 33.3 8.3 2.8 2.8

全体（N=1,081）

性

別

22.8 

24.4 

16.5 

40.2 

42.0 

32.6 

27.8 

25.7 

36.7 

8.4 

7.3 

13.3 

0.7 

0.6 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

不明・無回答
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■性別の集計 

 

 
 

Ｇ 子どもを育てている 

そう思うという回答（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）は、中学生で

48.2％、高校生で 38.9％となっています。全体で「そう思わない」が 26.4％となっています。 

性別で見ると、「そう思う」は男性の方が多くなっています。 

 

■性別の集計 

 

  

単位（％）

そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない 不明・無回答

22.8 40.2 27.8 8.4 0.7

男性（N=494） 31.6 42.7 17.0 7.7 1.0

女性（N=550） 15.8 38.4 36.7 8.7 0.4

回答しない（N=36） 8.3 36.1 41.7 13.9 0.0

全体（N=1,081）

性

別

18.5 

18.6 

18.3 

27.9 

29.6 

20.6 

26.2 

24.9 

31.7 

26.4 

26.1 

28.0 

1.0 

0.8 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

不明・無回答

単位（％）

そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない 不明・無回答

18.5 27.9 26.2 26.4 1.0

男性（N=494） 25.5 25.7 23.5 23.9 1.4

女性（N=550） 12.9 30.7 29.3 26.5 0.5

回答しない（N=36） 8.3 16.7 16.7 58.3 0.0

全体（N=1,081）

性

別
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Ｈ 親を大切にしている 

そう思うという回答（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）は、中学生で

94.2％、高校生で 87.6％となっています。 

 

■性別の集計 

 

 
 

Ｉ 幸せになっている 

そう思うという回答（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）は、中学生で

89.1％、高校生で 82.1％となっています。 

性別で見ると、「そう思う」は男性の方が多くなっています。 

 

62.4 

63.3 

58.7 

30.4 

30.9 

28.9 

4.0 

3.3 

6.9 

2.4 

2.0 

4.1 

0.7 

0.5 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

不明・無回答

単位（％）

そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない 不明・無回答

62.4 30.4 4.0 2.4 0.7

男性（N=494） 63.2 28.1 4.5 3.0 1.2

女性（N=550） 63.8 30.7 3.3 2.0 0.2

回答しない（N=36） 33.3 58.3 8.3 0.0 0.0

全体（N=1,081）

性

別

49.0 

50.8 

42.7 

38.7 

38.3 

39.4 

8.2 

7.8 

10.6 

3.4 

2.7 

6.4 

0.6 

0.5 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

不明・無回答
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■性別の集計 

 

 
 

問９ あなたは、次のような手伝いや仕事をしていますか。【複数回答】 

中学生・高校生ともに「買い物、食事の準備と片付け、掃除、洗濯などの家事」が最も多く、

次いで「小さい妹、弟の面倒を見る」「家族の仕事の手伝い」が多くなっています。上位の項目に

ついては高校生より中学生の回答が多くなっています。 

 

 

単位（％）

そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない 不明・無回答

49.0 38.7 8.2 3.4 0.6

男性（N=494） 54.3 35.0 6.9 2.8 1.0

女性（N=550） 45.3 42.9 8.5 3.1 0.2

回答しない（N=36） 36.1 25.0 22.2 16.7 0.0

全体（N=1,081）

性

別

62.9 

23.9 

22.3 

11.1 

1.9 

1.3 

2.0 

18.5 

1.6 

65.7 

25.4 

24.0 

10.1 

1.9 

0.0 

2.4 

16.6 

1.4 

52.8 

18.3 

16.5 

14.7 

1.8 

6.4 

0.9 

25.2 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物、食事の準備と片付け、掃除、洗濯などの家事

小さい妹、弟の面倒を見る

家族の仕事の手伝い

お年寄りや障がいのある家族・親せきのお世話

日本語が十分話せない家族の通訳

家族の生活を支えるためのアルバイト

その他

特にしていない

不明・無回答

全体（N=1,081）

中学生（N=851）

高校生（N=218）
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問 10 あなたは、問９のような手伝いや仕事をすることで、学校に行けなかったり、十分に眠れ

なかったり、まわりの子より遊ぶ時間や勉強の時間などを減らさなければならないことが

ありますか。 

「はい」は中学生で 3.2％、高校生で 4.4％となっています。 

 

問 10 で「はい」と回答した人のみ 

問 11 問９で答えた手伝いや仕事を、合計で１日に、または１週間に、どれくらいの時間してい

ますか。 

中学生では「１日に１時間より少ない」が 45.5％で最も多くなっています。一方で「一日に４

時間以上」も 18.2％となっています。 

高校生では「１日に２～４時間くらい」が 71.4％で最も多くなっています。 

 

  

3.4 

3.2 

4.4 

95.6 

96.1 

93.7 

1.0 

0.7 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=864）

中学生

（N=698）

高校生

（N=159）

はい いいえ 不明・無回答

13.8 

18.2 

0.0 

31.0 

18.2 

71.4 

17.2 

18.2 

14.3 

37.9 

45.5 

14.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=29）

中学生

（N=22）

高校生（N=7）

１日に４時間以上（または１週間に28時間以上）

１日に２～４時間くらい（または１週間に14～28時間くらい）

１日に１～２時間くらい（または１週間に７～14時間くらい）

１日に１時間より少ない（または１週間に７時間より少ない）

不明・無回答
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問 10 で「はい」と回答した人のみ 

問 12 あなたが問９で答えたようなことを他の人が代わってくれるとしたら、その時間でやりた

いことはありますか。【複数回答】 

中学生では「睡眠をとる」が 54.5％で最も多く、高校生では「睡眠をとる」と「宿題や勉強を

する」がいずれも 57.1％で最も多くなっています。 

 

 
 
 

  

55.2 

41.4 

41.4 

34.5 

31.0 

24.1 

0.0 

6.9 

6.9 

54.5 

36.4 

40.9 

40.9 

36.4 

27.3 

0.0 

9.1 

9.1 

57.1 

57.1 

42.9 

14.3 

14.3 

14.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60%

睡眠をとる

宿題や勉強をする

友だちと遊ぶ

学校に毎日行く

部活や習い事をする

学校に遅刻・早退せずに行く

アルバイトをする

その他

特にない

全体（N=29）

中学生（N=22）

高校生（N=7）
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問 13 あなたは、インターネットやＳＮＳ等を使っていて、次のような経験がありますか。 

Ａ インターネットやＳＮＳで書き込みをしたこと 

「ある」は中学生で 59.2％、高校生で 56.9％となっています。 

 

 

Ｂ 定期的にインターネットやＳＮＳに書き込みをすること 

「ある」は中学生で 26.0％、高校生で 28.0％となっています。 

 

 

  

58.7 

59.2 

56.9 

40.6 

40.5 

41.3 

0.6 

0.2 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

ある ない 不明・無回答

26.3 

26.0 

28.0 

73.0 

73.8 

69.7 

0.7 

0.2 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

ある ない 不明・無回答



111 

Ｃ 悪口やいやがらせのメッセージやメールを送られたり、書き込みをされたりしたこと 

「ある」は中学生で 7.2％、高校生で 5.5％となっています。 

 

 

Ｄ 他人が見ることのできるＳＮＳ等で自分の情報（名前や写真、メールアドレス、ＩＤなど）

を書き込んだこと 

「ある」は中学生で 14.3％、高校生で 14.2％となっています。 

 

  

6.8 

7.2 

5.5 

92.5 

92.7 

92.2 

0.6 

0.1 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

ある ない 不明・無回答

14.2 

14.3 

14.2 

85.0 

85.4 

83.5 

0.7 

0.2 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

ある ない 不明・無回答
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Ｅ 他人が見ることのできるＳＮＳ等で他人の情報（名前や写真、メールアドレス、ＩＤなど）

を書き込んだこと 

「ある」は中学生で 6.9％、高校生で 9.6％となっています。 

 

 

Ｆ ゲームやアプリなどで、お金を使いすぎたこと 

「ある」は中学生で 11.0％、高校生で 13.8％となっています。 

 

  

7.4 

6.9 

9.6 

91.9 

92.8 

88.1 

0.7 

0.2 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

ある ない 不明・無回答

11.6 

11.0 

13.8 

87.8 

88.7 

84.4 

0.6 

0.2 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

ある ない 不明・無回答
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Ｇ インターネットやＳＮＳで知り合った人とメッセージやメールなどのやりとりをしたこと 

「ある」は中学生で 44.4％、高校生で 46.8％となっています。 

 

 

 

Ｈ インターネットやＳＮＳで知り合った人と会ったこと 

「ある」は中学生で 10.9％、高校生で 14.7％となっています。 

 

  

44.8 

44.4 

46.8 

54.6 

55.3 

51.4 

0.6 

0.2 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

ある ない 不明・無回答

11.7 

10.9 

14.7 

87.7 

88.8 

83.5 

0.6 

0.2 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

ある ない 不明・無回答
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Ｉ インターネットにのめりこんで勉強に集中できなかったり、睡眠不足になったりしたこと 

「ある」は中学生で 36.0％、高校生で 39.0％となっています。 

 

 

 
 

  

36.4 

36.0 

39.0 

62.8 

63.8 

58.7 

0.7 

0.2 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

ある ない 不明・無回答
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問 14 あなたの家庭では、インターネットの使い方について、ルールを決めていますか。 

【複数回答】 

「特に決めていない」は中学生で 42.4％、高校生で 65.1％となっています。 

決めているルールについては、中学生では「利用する時間が決まっている」が 31.3％で最も多

く、次いで「困ったときにはすぐに保護者に相談する」が 29.0％となっています。高校生では

「困ったときにはすぐに保護者に相談する」が 19.3％となっています。 

 

 
 
 

  

27.2 

26.8 

17.9 

17.8 

12.5 

11.3 

9.2 

4.4 

0.9 

47.0 

0.7 

29.0 

31.3 

19.9 

20.1 

14.3 

13.0 

9.9 

4.9 

1.2 

42.4 

0.5 

19.3 

10.1 

11.0 

9.2 

5.5 

5.0 

6.4 

1.8 

0.0 

65.1 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80%

困ったときにはすぐに保護者に相談する

利用する時間が決まっている

ゲームやアプリの利用料金の上限や課金の利用方法

利用者情報が漏れないようにしている

（例：パスワードや位置情報（GPS）など）

利用するサイトやアプリの内容が決まっている

利用する場所が決まっている

送信・投稿する内容（例：悪意のある書き込み、

言葉による攻撃をしない等）

メールやメッセージを送る相手が決まっている

その他

特に決めていない

不明・無回答

全体（N=1,081）

中学生（N=851）

高校生（N=218）
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問 15 あなたは、自分のまわりのおとなの人に、どのようなことを望みますか。【複数回答】 

中学生では、「良いことをしたときには、ほめてほしい」が 70.0％と最も多く、次いで「いじめ

られているときには助けてほしい」が 46.2％、「悩みごと、将来のことなどについて、話し相手や

相談相手になってほしい」が 45.2％となっています。 

高校生では、「良いことをしたときには、ほめてほしい」が 64.7％と最も多く、次いで「悩みご

と、将来のことなどについて、話し相手や相談相手になってほしい」が 52.8％、「危険なことや悪

いことをしたときには、注意してほしい」が 42.7％となっています。 

 

 

  

68.7 

46.8 

44.5 

43.8 

42.1 

40.8 

35.5 

33.5 

14.5 

2.1 

7.3 

0.9 

70.0 

45.2 

46.2 

44.3 

44.5 

42.9 

37.4 

35.3 

14.7 

1.8 

7.8 

0.6 

64.7 

52.8 

38.5 

42.7 

33.0 

32.6 

28.4 

27.1 

12.8 

3.7 

6.0 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80%

良いことをしたときには、ほめてほしい

悩みごと、将来のことなどについて、

話し相手や相談相手になってほしい

いじめられているときには助けてほしい

危険なことや悪いことをしたときには、

注意してほしい

子どものことをあれこれ言う前に、

おとな自身がきちんとしてほしい

経験や知識を伝えてほしい

子ども扱いしないで、私たちの意見も

しっかり聞いてほしい

いっしょに遊んだり、スポーツや音楽などを

教えたりしてほしい

行事などに参加したり、企画・運営したりしてほしい

その他

特にない

不明・無回答

全体（N=1,081）

中学生（N=851）

高校生（N=218）
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問 16 あなたは中学校（高校）入学後に、学校や部活動などの中で、いじめを受けたと感じたこ

とはありますか。 

中学生では「何度もある」が 1.2％、「少しある」と合計すると 9.4％が「ある」と回答してい

ます。 

高校生では、「何度もある」が 1.4％、「少しある」と合計すると 10.1％が「ある」と回答して

います。 

 

 

問 17 あなたは中学校（高校）入学後に、学校や部活動などの中で、自分以外の人がいじめを受

けていると感じた、またはいじめられているところを見たことはありますか。 

中学生では「何度もある」が 2.0％、「少しある」と合計すると 13.3％が「ある」と回答してい

ます。 

高校生では、「何度もある」が 2.3％、「少しある」と合計すると 15.1％が「ある」と回答して

います。 

 

1.2 

1.2 

1.4 

8.4 

8.2 

8.7 

16.2 

15.9 

17.9 

73.5 

74.4 

70.6 

0.6 

0.4 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

何度もある 少しある ほとんどない まったくない 不明・無回答

2.1 

2.0 

2.3 

11.7 

11.3 

12.8 

21.1 

21.4 

19.7 

64.3 

65.0 

62.8 

0.8 

0.4 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

何度もある 少しある ほとんどない まったくない 不明・無回答



118 

問 18 あなたはこれまでにパートナー（交際相手）や親しい人との関係の中で、望まない性的な

ことをされたり暴力を振るわれたり、大声で怒鳴られたりすることがありましたか。 

中学生では「何度もある」が 0.6％、「少しある」と合計すると 1.8％が「ある」と回答してい

ます。 

高校生では、「何度もある」が 0.5％、「少しある」と合計すると 3.7％が「ある」と回答してい

ます。 

 

 
 

  

0.6 

0.6 

0.5 

1.6 

1.2 

3.2 

5.2 

4.8 

6.4 

91.6 

92.9 

87.2 

1.1 

0.5 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

何度もある 少しある ほとんどない まったくない 不明・無回答
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問 19 あなたは、普段の生活の中で、自分が大切にされていないとか、意見が聞いてもらえない

とか、心が傷つけられるといった、自分の権利が守られていないと感じることがあります

か。あるとすれば、どのような場面でそう感じますか。【複数回答】 

中学生・高校生ともに「特にない」が７割台で最も多くなっています。 

自分の権利が守られていないと感じる場面については、中学生・高校生ともに「家族やきょう

だいと過ごしているとき」が最も多く、次いで「学校の同級生や友人と過ごしているとき」が多

くなっており、中学生の 19.8％、高校生の 22.9％が「特にない」以外の何らかの場面を回答して

います。 

 

11.3 

8.9 

4.3 

4.3 

2.5 

2.4 

1.9 

0.9 

0.6 

0.6 

0.6 

75.3 

4.2 

10.8 

8.5 

3.9 

4.3 

2.9 

2.8 

2.1 

0.9 

0.6 

0.5 

0.4 

76.0 

4.2 

12.8 

10.1 

5.5 

4.1 

0.5 

0.9 

0.5 

0.9 

0.9 

0.9 

1.4 

73.4 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80%

家族やきょうだいと過ごしているとき

学校の同級生や友人と過ごしているとき

学校の授業や先生と過ごしているとき

学校の部活動に参加しているとき

インターネットやSNSを使っているとき

塾や習い事に参加しているとき

テレビやゲームを使っているとき

公園などで遊んでいるとき

お店で買い物をするとき

図書館や公民館を使うとき

その他

特にない

不明・無回答

全体（N=1,081）

中学生（N=851）

高校生（N=218）
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問 20 問 19 で、自分が大切にされていないとか、意見が聞いてもらえないとか、心が傷つけられ

るといった、自分の権利が守られていないと感じることがあるという人は、もしよければ

どんなことがあるかを、下に答えてください。書きたくないことを無理に答える必要はあ

りません。 

記入された意見を内容別に分類したところ、46 人から 49 件の回答がありました。寄せられた意

見の内容別の件数は以下の通りです。 

 
No. 分野 主な内容 件数 

1 
意見や思いを聞いても

らえない 

・自分の意見を聞いてくれない 

・それくらい頑張れと言われる 

・自分は了承していないのに勝手に決められてしまう  等 

14 

2 指導者の関わり 
・学校の教員、部活動の指導者、習い事の指導者等から嫌わ

れる、嫌なことを言われる  等 
8 

3 保護者との関わり 

・虐待を受ける 

・目の前で両親がけんかをする 

・自分のことを親に勝手に決められる 

6 

4 きょうだいとの関わり 
・他のきょうだいばかりが優先される、期待される 

・自分ばかりが怒られる  等 
6 

5 他の子どもとの関係 
・仲間外れにされる 

・悪口を言われる  等 
5 

6 暴言・暴力 
・暴力を振るわれる 

・傷つくことを言われる  等 
3 

7 
自分の内面に関するこ

と 

・自分でそう思ってしまう 

・自分でいいのかと思う  等 
3 

8 その他 ・性的マイノリティへの心無い発言をされる  等 4 
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問 21 今、あなたが困っていることや悩んでいること、だれかに相談したいと思っていることが

あれば、教えてください。【複数回答】 

中学生・高校生ともに「特にない」が 48.2％、39.4％と最も多く、次いで「進学・就職のこと」

が 31.0％、40.8％、「学校の勉強のこと」が 22.3％、19.3％と多くなっています。 

 

33.0 

21.8 

10.7 

10.3 

7.4 

5.8 

5.2 

4.9 

3.8 

3.1 

2.6 

2.3 

0.9 

46.3 

3.9 

31.0 

22.3 

10.1 

9.9 

6.2 

5.2 

4.8 

3.9 

3.1 

3.2 

1.4 

2.2 

0.7 

48.2 

4.0 

40.8 

19.3 

12.8 

11.9 

11.0 

8.3 

6.4 

8.7 

6.4 

2.8 

7.3 

2.8 

1.8 

39.4 

3.2 

0% 20% 40% 60%

進学・就職のこと

学校の勉強のこと

自分自身の性格のこと

友人関係のこと

学校の生活のこと

家族のこと

好きになった相手やパートナー（交際相手）のこと

家での生活のこと

自分自身の身体に関すること

塾や習い事のこと

部活動のこと

自分自身の性に関すること

その他のこと

特にない

不明・無回答

全体（N=1,081）

中学生（N=851）

高校生（N=218）



122 

問 22 困っていることや悩んでいることがあるとき、あなたはだれに相談していますか。また、

だれに相談しようと思いますか。【複数回答】 

中学生では「学校の友だち（同級生・先輩・後輩）」が 63.1％で最も多く、次いで「親」が

56.3％となっています。 

高校生では「親」が 60.1％で最も多く、次いで「学校の友だち（同級生・先輩・後輩）」が

51.4％となっています。 

 

60.6 

57.3 

26.9 

20.7 

20.6 

7.6 

7.4 

5.5 

4.4 

1.3 

1.3 

10.5 

1.2 

63.1 

56.3 

28.4 

20.8 

20.2 

8.0 

8.6 

6.5 

4.8 

1.5 

1.2 

10.8 

0.7 

51.4 

60.1 

20.2 

19.3 

21.1 

5.5 

2.3 

1.4 

2.8 

0.0 

1.8 

9.6 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80%

学校の友だち (同級生・先輩・後輩)

親

学校の先生

きょうだい

学校外の友だち

インターネットやSNSで知り合った人

祖父母や親せき

その他の大人 (塾・習い事の先生、地域の人など)

スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー

など

公的な相談窓口（青少年とその家庭の相談窓口、

子供ＳＯＳダイヤルなど）

その他

だれにも相談できない、相談したくない

不明・無回答

全体（N=1,081）

中学生（N=851）

高校生（N=218）
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問 23 あなたには、放課後や休日を過ごす場所として、自分にとって居場所だと感じられる、落

ち着いて居心地よくいられる場所がありますか。【複数回答】 

中学生・高校生ともに「自宅の自分の部屋」が８割台で最も多く、次いで「自宅の自分の部屋

以外」が多くなっています。３番目に多いのは中学生では「祖父母や親戚の家」、高校生では「学

校の部活動」となっています。 

 

86.0 

44.9 

20.1 

17.0 

16.1 

14.1 

11.5 

10.4 

10.1 

9.3 

6.9 

3.9 

1.9 

1.0 

1.6 

2.3 

0.7 

87.1 

46.2 

21.5 

18.8 

17.6 

12.3 

12.3 

11.5 

12.1 

9.6 

7.2 

4.5 

2.1 

1.2 

1.3 

2.6 

0.2 

81.7 

39.4 

14.2 

9.6 

10.1 

20.6 

8.3 

5.5 

2.3 

7.3 

6.0 

1.8 

1.4 

0.5 

2.8 

1.4 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅の自分の部屋

自宅の自分の部屋以外

祖父母や親戚の家

友だちの家

学校の教室

学校の部活動

インターネットを通じたゲーム・ＳＮＳなどの場や

交流の場

公園などの屋外

塾や習い事

ショッピングセンターやファーストフードなどのお店

学校の教室以外の場所（保健室・図書室など）

地域のスポーツクラブ

放課後等デイサービス

児童館・こども子育て交流プラザ

その他

そういう場所は特にない

不明・無回答

全体（N=1,081）

中学生（N=851）

高校生（N=218）
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問 24 あなたは、家や学校以外で、居場所になるような場所がほしいと思いますか。 

「思う」は中学生で 40.2％、高校生で 39.4％となっています。 

 

 
 

  

40.2 

40.2 

39.4 

19.1 

19.2 

19.7 

24.4 

24.2 

25.2 

15.3 

15.9 

13.3 

1.0 

0.6 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

思う 思わない どちらでもない わからない 不明・無回答
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問 25 あなたは、家や学校以外で、居場所になるような場所があるとすれば、どのような場所が

いいと思いますか。【複数回答】 

中学生・高校生ともに「ありのまま、素のままでいられる」が最も多く、次いで「信頼できる

人、味方になってくれる人がいる」が多くなっています。３番目に多いのは中学生では「好きな

こと、やりたいことができる」、高校生では「くつろげる環境が整っていて、一人で居ても気にな

らない」となっています。 

 

68.2 

60.6 

56.3 

55.1 

48.6 

43.1 

37.1 

34.5 

33.0 

25.2 

24.1 

22.0 

21.4 

18.5 

0.8 

5.2 

0.9 

71.1 

61.8 

59.2 

55.8 

49.6 

45.1 

38.7 

36.3 

33.7 

26.2 

24.9 

23.6 

23.3 

20.2 

0.7 

5.1 

0.5 

56.9 

56.4 

45.4 

52.3 

44.5 

34.4 

30.7 

28.4 

30.3 

21.1 

20.6 

16.1 

13.8 

11.9 

1.4 

5.5 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80%

ありのまま、素のままでいられる

信頼できる人、味方になってくれる人がいる

好きなこと、やりたいことができる

くつろげる環境が整っていて、一人で居ても

気にならない

いつでも行きたい時に行ける

気の合う人がいる

身近にある

話を聴いてくれる

自分の意見を言える、聴いてもらえる

食事をすることができる

勉強や宿題ができる

行くきっかけがあり、自分の役割がある

新しいことを学ぶことができる

いろんな人と出会える

その他

特にない

不明・無回答

全体（N=1,081）

中学生（N=851）

高校生（N=218）
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問 26 あなたは今後、地域の行事や活動に参加したいと思いますか。 

参加したいという回答（「積極的に参加したい」と「機会があれば参加したい」の合計）は、中

学生で 74.4％、高校生で 66.1％となっています。 

 

問 27 地域の行事や活動に参加しにくい理由、または参加していない理由があれば答えてくださ

い。【複数回答】 

中学生では「時間にゆとりがなく、忙しいから」が 43.0％で最も多く、次いで「興味を持てそ

うな内容がないから」が26.4％、「参加するのがめんどうくさいから」が24.9％となっています。 

高校生では、「時間にゆとりがなく、忙しいから」が44.0％で最も多く、次いで「参加するのがめ

んどうくさいから」が 27.1％、「いっしょに参加する友だちがいないからが 24.8％となっています。 

  

18.1 

18.3 

17.0 

54.6 

56.1 

49.1 

17.6 

16.8 

20.6 

9.3 

8.6 

12.4 

0.5 

0.2 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

積極的に参加したい 機会があれば参加したい

あまり参加したいと思わない 参加したくない

不明・無回答

43.1 

25.5 

24.5 

21.3 

18.1 

5.8 

4.1 

1.8 

22.2 

43.0 

24.9 

26.4 

20.3 

18.7 

6.3 

4.1 

1.5 

23.3 

44.0 

27.1 

16.5 

24.8 

16.1 

4.1 

3.7 

2.8 

18.3 

0% 20% 40% 60%

時間的にゆとりがなく、忙しいから

参加するのがめんどうくさいから

興味を持てそうな内容がないから

いっしょに参加する友だちがいないから

地域の行事や活動の情報や参加方法を知らないから

学校の成績に結びつかないから

指導してくれる人がいないから

その他

特にない

全体（N=1,081）

中学生（N=851）

高校生（N=218）
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問 28 地域の行事に参加する場合、どのようなことができるといい、参加したいと思いますか。

【複数回答】 

中学生では「趣味の活動ができること」「同じ年ごろの子といっしょに遊んだり、活動したりで

きること」が 52.2％で最も多く、次いで「自由に勉強したり、おしゃべりしたりできること」が

34.2％となっています。 

高校生では、「趣味の活動ができること」が 40.4％で最も多く、次いで「同じ年ごろの子といっ

しょに遊んだり、活動したりできること」が 37.2％、「学校では学ぶことのできない専門的な知識

が得られること」が 27.5％となっています。 

  
49.9 

49.1 

31.3 

28.8 

23.2 

20.0 

17.7 

14.9 

12.2 

11.8 

9.5 

7.3 

0.5 

14.6 

1.5 

52.2 

52.2 

34.2 

29.1 

23.5 

21.5 

18.9 

14.2 

12.0 

12.5 

10.0 

7.4 

0.1 

14.7 

0.8 

40.4 

37.2 

19.3 

27.5 

22.0 

13.8 

12.8 

17.4 

12.8 

9.6 

7.3 

6.9 

1.8 

14.7 

3.7 

0% 20% 40% 60%

趣味の活動ができること

同じ年ごろの子といっしょに遊んだり、

活動したりできること

自由に勉強したり、おしゃべりしたりできること

学校では学ぶことのできない専門的な知識が

得られること

赤ちゃんや小さい子とふれあったり、

遊んだりできること

異文化やいろいろな考えに触れられること

小学生といっしょに遊んだり、活動したりできること

地域のボランティアなどのおとなといっしょに

遊んだり、活動したりできること

市内にある企業（工場や店舗など）を見学すること

パソコン、インターネットを使って、

情報収集や情報交換ができること

高齢者から昔の遊びを教えてもらうなどして、

交流できること

困ったことや悩みが相談できること

その他

特にない

不明・無回答

全体（N=1,081）

中学生（N=851）

高校生（N=218）
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問 29 あなたは、学校の行事を除き、四日市市の次の施設について現在通う学校入学以降に利用

したことがありますか。 

Ａ 中央緑地運動施設（総合体育館、陸上競技場、フットボール場など） 

「施設を利用したことがある」は中学生で 53.5％、高校生で 45.4％、「施設を知らない」は中

学生で 14.3％、高校生で 22.0％となっています。 

 

 

Ｂ 霞ヶ浦緑地運動施設（四日市ドーム、テニスセンター、野球場、プールなど） 

「施設を利用したことがある」は中学生で 63.1％、高校生で 44.5％、「施設を知らない」は中

学生で 13.0％、高校生で 26.1％となっています。 

 

 
 
 

51.7 

53.5 

45.4 

31.5 

31.8 

30.3 

15.9 

14.3 

22.0 

0.8 

0.4 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

施設を利用したことがある

利用したことはないが施設は知っている

施設を知らない

不明・無回答

59.1 

63.1 

44.5 

24.1 

23.4 

26.6 

15.7 

13.0 

26.1 

1.0 

0.5 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

施設を利用したことがある

利用したことはないが施設は知っている

施設を知らない

不明・無回答
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Ｃ 四日市市文化会館 

「施設を利用したことがある」は中学生で 70.2％、高校生で 55.0％、「施設を知らない」は中

学生で 5.8％、高校生で 16.5％となっています。 

 

 

Ｄ そらんぽ四日市（市立博物館、プラネタリウム、四日市公害と環境未来館） 

「施設を利用したことがある」は中学生で 92.0％、高校生で 51.4％、「施設を知らない」は中

学生で 2.1％、高校生で 24.8％となっています。 

 

  

67.0 

70.2 

55.0 

24.3 

23.7 

26.1 

7.9 

5.8 

16.5 

0.8 

0.4 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

施設を利用したことがある

利用したことはないが施設は知っている

施設を知らない

不明・無回答

83.4 

92.0 

51.4 

9.2 

5.8 

21.1 

6.7 

2.1 

24.8 

0.7 

0.1 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

施設を利用したことがある

利用したことはないが施設は知っている

施設を知らない

不明・無回答
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Ｅ 四日市市立図書館 

「施設を利用したことがある」は中学生で 53.7％、高校生で 34.4％、「施設を知らない」は中

学生で 10.8％、高校生で 27.5％となっています。 

 

 

Ｆ あさけプラザ、楠交流会館、三浜文化会館 

「施設を利用したことがある」は中学生で 45.9％、高校生で 32.6％、「施設を知らない」は中

学生で 25.0％、高校生で 42.2％となっています。 

 

  

49.8 

53.7 

34.4 

35.3 

35.1 

35.8 

14.1 

10.8 

27.5 

0.8 

0.4 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

施設を利用したことがある

利用したことはないが施設は知っている

施設を知らない

不明・無回答

42.8 

45.9 

32.6 

27.8 

28.7 

22.9 

28.6 

25.0 

42.2 

0.8 

0.4 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

施設を利用したことがある

利用したことはないが施設は知っている

施設を知らない

不明・無回答
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Ｇ 四日市スポーツランド、伊坂ダムサイクルパーク、宮妻狭、四日市市ふれあい牧場 

「施設を利用したことがある」は中学生で 61.7％、高校生で 39.0％、「施設を知らない」は中

学生で 16.2％、高校生で 39.9％となっています。 

 

 

Ｈ 南部丘陵公園、垂坂公園羽津山緑地、霞ゆめくじら等の公園 

「施設を利用したことがある」は中学生で 81.6％、高校生で 54.1％、「施設を知らない」は中

学生で 6.9％、高校生で 32.1％となっています。 

 

  

56.9 

61.7 

39.0 

21.2 

21.7 

18.8 

21.1 

16.2 

39.9 

0.8 

0.4 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

施設を利用したことがある

利用したことはないが施設は知っている

施設を知らない

不明・無回答

75.8 

81.6 

54.1 

11.5 

11.2 

11.9 

12.0 

6.9 

32.1 

0.7 

0.4 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

施設を利用したことがある

利用したことはないが施設は知っている

施設を知らない

不明・無回答
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Ｉ こども子育て交流プラザ、児童館 

「施設を利用したことがある」は中学生で 14.7％、高校生で 8.7％、「施設を知らない」は中学

生で 56.2％、高校生で 71.1％となっています。 

 

 

Ｊ 人権プラザ 

「施設を利用したことがある」は中学生で 5.4％、高校生で 3.2％、「施設を知らない」は中学

生で 72.5％、高校生で 79.4％となっています。 

 

 

  

13.3 

14.7 

8.7 

26.4 

28.7 

17.4 

59.3 

56.2 

71.1 

1.0 

0.5 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

施設を利用したことがある

利用したことはないが施設は知っている

施設を知らない

不明・無回答

4.9 

5.4 

3.2 

20.1 

21.4 

15.1 

73.9 

72.5 

79.4 

1.1 

0.7 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（N=1,081）

中学生

（N=851）

高校生

（N=218）

施設を利用したことがある

利用したことはないが施設は知っている

施設を知らない

不明・無回答
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問 30 四日市市の取り組みについて、どのような方法で情報を入手しますか。【複数回答】 

中学生では「学校からの連絡」が 46.1％で最も多く、次いで「広報よっかいち（地区だよりを

含む）」が 33.8％、「特に決まったものはない」が 30.4％となっています。 

高校生では「学校からの連絡」が 39.4％で最も多く、次いで「特に決まったものはない」が

38.1％、「広報よっかいち（地区だよりを含む）」が 21.6％となっています。 

 

 
 
 

  

44.7 

31.4 

22.4 

7.9 

7.6 

1.5 

32.0 

1.1 

46.1 

33.8 

24.4 

8.3 

8.1 

1.6 

30.4 

0.6 

39.4 

21.6 

14.2 

6.4 

6.0 

0.9 

38.1 

2.3 

0% 20% 40% 60%

学校からの連絡

広報よっかいち（地区だよりを含む）

テレビやインターネット、新聞等の記事

市公式ホームページ

市公式ＳＮＳ等（Youtube，instagram，

X（旧Twitter），LINE）

その他

特に決まったものはない

不明・無回答
全体（N=1,081）

中学生（N=851）

高校生（N=218）
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問 31 四日市市の良いところはどんなことだと思いますか。【複数回答】 

中学生では「住まいの環境が良い」が 41.4％で最も多く、次いで「自然の豊かさ」が 37.5％、

「交通(電車・バス)の便利さ」が 32.7％となっています。 

高校生では、「交通(電車・バス)の便利さ」が 36.7％で最も多く、次いで「買い物の便利さ」が

35.8％、「通勤・通学の便利さ」が 25.2％となっています。 

  

37.1 

33.8 

33.6 

32.3 

27.2 

23.2 

20.3 

18.6 

15.2 

14.6 

9.6 

9.5 

7.4 

5.0 

3.2 

41.4 

37.5 

32.7 

31.4 

30.3 

22.4 

22.7 

21.0 

16.6 

14.1 

10.5 

10.6 

8.5 

4.9 

2.7 

20.6 

19.3 

36.7 

35.8 

13.8 

25.2 

11.0 

8.7 

10.1 

16.1 

6.4 

5.0 

2.8 

5.0 

4.6 

0% 20% 40% 60%

住まいの環境が良い

自然の豊かさ

交通（電車・バス）の便利さ

買い物の便利さ

治安が良いこと

通勤・通学の便利さ

地域の文化や伝統がある

病院や福祉施設が整っていること

スポーツや文化の活動や環境が良い

若者が楽しめる場が多い

働く場が充実していること

災害への備えがある

物価

その他

不明・無回答

全体（N=1,081）

中学生（N=851）

高校生（N=218）
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四日市市に居住している人（問４で四日市市内の地区を回答した人）のみ 

問 32 あなたは、高校や大学を卒業して働き始めたり結婚をしたりしても、四日市市に住み続け

たいと思いますか。 

住み続けたいという回答（「住み続けたい」「どちらかといえば済み続けたい」「進学や就職のた

め一旦は離れるが、将来的には住み続けたい」の合計）は、中学生で 44.9％、高校生で 47.5％と

なっています。 

 
 

問 33 問 32 で回答した理由はどのようなことですか。 

それぞれの理由として、主な回答は以下の通りです。住み続けたい理由としては、四日市市が

好きだから、暮らしやすいからといった回答が多く、住み続けたくない理由としては、都会で生

活したいから、交通の便が悪いからといった回答が多くなっています。 

 
問 32 の回答 理由（主な回答） 件数 

住み続けたい 
・いいまちだから       ・四日市市が好きだから 

・暮らしやすいから      ・楽しいから 
82 

どちらかといえば住

み続けたい 

・住みやすい、住み慣れたまちだから 

・家族が住んでいるから    ・他の所に行きたくないから 
115 

進学や就職のため一

旦は離れるが、将来

的には住み続けたい 

・就職や進学で県外に出たいから 

・地元に帰ってきたいから   ・いいところだから 
56 

どちらかといえば住

み続けたくない 

・都会に行きたいから     ・新しい場所で過ごしたいから 

・やりたいことができないから 
72 

住み続けたくない 
・都会で住みたい、働きたいから 

・交通の便が悪いから     ・したい仕事がないから 
50 

今はわからない 

・どこに就職・進学するかわからないから 

・将来のことを決めていないから 

・今はまだわからないから 

154 
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進学や就職のため一旦は離れるが、将来的には住み続けたい

どちらかといえば住み続けたくない

住み続けたくない

今はわからない

不明・無回答
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問 34 最後に、普段の生活の中で、皆さんが過ごしやすいまちになるために四日市市にあると良

いと思うこと、こんなところを変えてほしいと思うこと、こどもや若者に関する気になる

ニュースがあれば答えてください。 

記入された意見を内容別に分類したところ、220 人から 237 件の回答がありました。寄せられた

意見の内容別の件数は以下の通りです。 

 
No. 分野 主な内容 件数 

1 商業施設の充実 

・大型商業施設がほしい 

・若者が楽しめるお店がほしい 

・商店街をきれいにしてほしい  等 

53 

2 交通の便の改善 

・電車・バスの本数を増やしてほしい 

・交通の便をよくしてほしい 

・歩道を整備してほしい、道路をきれいにしてほしい  等 

48 

3 楽しめる施設の充実 

・遊ぶ場所を増やしてほしい 

・スポーツが自由にできるところがほしい 

・バスケットボールコートがほしい 

・公園を整備してほしい  等 

37 

4 学校について 

・学校のトイレをきれいにしてほしい 

・校舎を立て替えてほしい 

・設備を充実させてほしい  等 

18 

5 学習施設について 

・無料で勉強（自習）できる場所がほしい 

・図書館の開館時間を延ばしてほしい、自習コーナーを中学

生も使えるようにしてほしい  等 

17 

6 地域環境について 
・まちをきれいにしてほしい 

・大人のマナーを改善してほしい  等 
16 

7 
イベントや地域活性化

について 

・人が集まるイベントをしてほしい 

・四日市市を盛り上げてほしい  等 
14 

8 安全・防災について 
・治安が悪いイメージを改善してほしい 

・街灯を増やしてほしい  等 
14 

9 
人権に関することにつ

いて 

・障がいのある人も暮らしやすいまちにしてほしい 

・いじめをなくしてほしい  等 
10 

10 その他  9 
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Ⅵ 調査結果が示す本市の現状と子ども計画策定に向けた課題 

（１）子育て世代の女性の就業率の上昇について 

 令和２年の国勢調査では、子育て世代の女性の労働力率の上昇が示されており、本市において

もいわゆる「Ｍ字カーブ」の谷にあたる 30～34 歳女性の労働力率は、平成 27 年調査の 67.8％か

ら74.0％に上昇、35～39歳は68.7％から74.3％に上昇するなど、子育て中も就労を継続する女性

が増加しています。本調査においては、保護者の就業状況を尋ねる質問の形式を前回調査から変

更したため、単純な比較はできませんが、母親の就労状況について、「現在仕事をしておらず（休

職中を含む）、今のところ仕事をする（復帰する）予定はない」という回答は、未就学保護者で

13.4％、小学校低学年保護者で 12.4％にとどまっており、子育てをしながら仕事をしている、ま

たは仕事をしたいと考えている母親が多数となっています。また、働く希望がありながら働いて

いない理由についても、未就学保護者の母親では「今は、子育てや家事などに専念したいから」

という回答が減少しており、家事や育児に専念する意識が減少していることがうかがえます。 

こうした傾向は、就学前保育や学童保育の利用率の増加や、共働き世帯の子育て支援ニーズの

増加をもたらすことが予想され、引き続き女性の就業率が上昇することを見込んだ計画の策定が

求められます。 

今回の就学前保護者対象の調査では、アンケートの回答者について、前回調査と比べて「父親」

の割合が増加しており、子育てを主に行っている人については、「父母ともに」が増加し「主に母

親」が減少しています。また、子どもが病気やけがでいつも利用している教育・保育事業を利用

できなかった時の対応についても、「父親が仕事を休んだ」が増加しています。母親の就業率の上

昇が、母親のみが子育てを担うという考え方の変化や父親の育児に対する意識の変化につながっ

ていることも考えられ、子育て世代における男女共同参画の推進についても、引き続き取り組み

が求められます。 

 
 

（２）保育ニーズの増加について 

現在の幼稚園や保育園などの「定期的な教育・保育事業」の利用状況を観ると、「利用している」

は 67.4％で前回調査よりわずかに増加しています。子どもの年齢別にみると、無償化の対象とな

る３歳児以上では、３歳児が 98.0％、４歳児、５歳児がいずれも 99.5％と、ほぼ全数に近い利用

率となっています。また、利用している事業については、教育利用（幼稚園、認定こども園の幼

稚園としての利用）が減少し、保育利用（保育園、認定こども園の保育園としての利用、小規模

保育施設等）が増加しており、母親の就業率の上昇が保育ニーズの上昇につながっていることが

うかがえます。 

現在「定期的な教育・保育事業」を利用していない人についても、その理由として「利用した

い事業の定員に空きがない」が増加しています。また、「子どもがまだ小さいため」と回答した人

においても、利用開始を考える年齢について「１歳」という回答が大幅に増加するなど全体的に
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低年齢化しています。こうしたことから、今後は３歳児以上の利用ニーズは頭打ちとなりますが、

利用率の上昇余地のある２歳児以下の保育ニーズについては、上昇が続くことが見込まれます。 

こうした状況は、小学校入学後の学童保育所のニーズにもつながることが考えられ、未就学保

護者対象の調査では、小学校入学後の放課後（平日の授業終了後）に利用したい預かりサービス

として、「学童保育所」という回答が 63.5％となっています。これは小学生低学年保護者対象調査

において、小学校入学後の放課後（平日の授業終了後）に利用している預かりサービスで「学童

保育所」と回答した 29.6％を大きく上回っており、保護者からの学童保育所の潜在的なニーズの

大きさを示すものとなっています。また、小学生低学年保護者で、現在学童保育を利用している

人については、42.6％が６年生まで利用したいと回答しており、高学年での利用についても今後

ニーズが増加する可能性があります。 

保育サービスの利用率の上昇傾向の一方で、全国的な傾向と同様に本市においても少子化の傾

向が進んでいます。令和６年４月１日時点の０～４歳人口は10,741人で、５年前の平成31年４月

１日時点の 12,269 人から 12.5％の減少となっています。したがって保育サービスの量の見込みや、

将来的な確保策を含む計画策定にあたっては、利用実態をベースに、利用率の上昇傾向の影響と

少子化の影響の両方を考慮しながら、将来予測を行うことが必要となります。 

 

 

（３）子育て支援事業について 

親子が集まって交流や相談の場を提供する事業等について、前回調査とは質問形式が異なりま

すが、比較的多く利用されている「子育て支援センター」や「幼稚園、保育園、認定こども園の

あそび会、あそぼう会」については、前回調査より利用している人が減少しています。利用して

いない理由については、「教育・保育事業を利用しているから」「利用する必要がないから」が増

加しており、保護者の就労率の上昇に伴い、定期的な教育・保育事業の利用が増加していること

が、利用の減少の主な要因だと考えられます。０～２歳の保育利用が増加すると、それに伴いこ

れらの事業の利用は減少していくことが見込まれます。一方で、保護者が支援を受けられる人間

関係に目を向けると、日ごろ子どもをみてもらえる親族・知人について、「いずれもいない」とい

う回答は、母親が仕事をしていない家庭で多くなっており、子育てにおける孤立を防ぐ取組のニ

ーズは、仕事をしていない家庭のほうが高いとも言えます。その意味で、子育て支援センター等

の事業は、引き続き子育て支援において重要な役割を担うと考えられます。また、子育て支援セ

ンターの今後の利用希望については、「現在は利用していないが、今後は利用したい」という回答

が 33.8％で、「現在利用している」と回答した人の倍近い回答があり、潜在的なニーズは大きいと

考えられます。 

ファミリー・サポート・センターについては、小学生低学年保護者で「現在利用している」が

0.6％となっており、今後の利用意向として、「利用したい」が 1.9％となっており、「できれば利

用したい」と合計すると 10.3％で、潜在的なニーズがあります。また、「利用したことはなく、制

度も知らなかった」という回答が就学前保護者で 37.7％、小学生低学年保護者で 38.4％あり、制

度の周知に工夫が必要だと考えられます。 
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子どもが病気やけがで、いつも利用している就学前施設や学校に通えなかった際の、病児保育

の利用については、父親または母親が仕事を休んで対応した回答者のうち、未就学保護者では

23.7％、小学生低学年保護者では 10.9％が、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用し

たかった」と回答していますが、実際の病児・病後児保育の利用は少数にとどまっており、潜在

的なニーズは実際の利用と比べて大きいと言えます。利用しなかった理由として、「親が仕事を休

んで対応する」「病児・病後児を他人にみてもらうのは不安」という回答が上位ですが、「利用方

法（手続き、利用料等）がわからない」「利便性（利用可能時間・日数など）がよくない」につい

ても、未就学・小学生ともに２割前後の回答があり、制度の周知や利便性の向上によって利用が

増加することが考えられます。 

 

 

（４）四日市市の子育て環境について 

子育て環境に関して、日頃特に不安や負担等に感じること、また気になることについては、「仕

事や自分のやりたいことが十分できないこと」「子育てによる心身の疲れやストレスがたまること」

が、未就学保護者で４割台、小学生低学年保護者で３割台といずれも上位となっており、保護者

の負担軽減についてのニーズが高いことがうかがえます。次いで回答が多くなっているのが、「家

族以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと」「子どもに対してつらくあたってしまうこと」

で、未就学・小学生ともに約２割の回答があり、保護者の孤立や虐待を防ぐ取組についても、検

討の必要があることがうかがえます。 

保護者の孤立については、日頃子どもをみてもらえる親族・知人について「いずれもいない」

という回答が、未就学保護者で 13.8％、小学生保護者で 15.3％あり、支援を受けにくい環境で子

育てをしている家庭の存在が示されており、またいずれについても母親が仕事をしていない家庭

で回答が多くなっています。 

四日市市の子育て環境について、肯定的な回答（「そう思う」と「まあそう思う」の合計）より

も否定的な回答（「あまりそう思わない」と「そう思わない」の合計）が多かった項目は、未就学

保護者では「働きながら子育てができる子育て支援サービスが整っている」、小学生低学年保護者

では「働きながら子育てができる子育て支援サービスが整っている」「男女が共に働きながら子育

てを行う意識が高まってきている」「子育て家庭に対する多様なサービスが充実し、安心して子育

てができる」となっており、働きながら子育てができる支援については、未就学保護者と小学生

低学年保護者ともに不足しているという意識が強いことがうかがえます。 

 

  



140 

（５）中高生の支援について 

自分が 15 年後にどのようになっているかについて、「仕事をしている」「親を大切にしている」

「幸せになっている」については中高生ともに肯定的な回答（「そう思う」と「どちらかといえば

そう思う」の合計）が８割を超えていた一方で、「結婚している」は中学生52.3％、高校生46.4％、

「子どもを育てている」は中学生 48.1％、高校生 38.9％にとどまっており、いずれも「そう思う」

という回答は男性に比べて女性で少なくなっています。中高生が「結婚」「子育て」という将来展

望を描きにくい状況にあること、特に女性においてはそうであることがうかがえる結果となって

います。 

意識の性差は、15 年後の自分についての「お金持ちになっている」「自由にのんびり暮らしてい

る」「人の役に立っている」「出世している」「幸せになっている」においても、「そう思う」とい

う回答が男性に比べて女性で 10 ポイント以上低くなっています。また、自己肯定感等に関する設

問においても、「自分には良いところがある」「自分のことが好きだ」「がんばれば、よいことがあ

る」「自分は友だちから好かれている」で、いずれも「そう思う」が男性に比べて女性で 10 ポイ

ント以上低くなっており、中高生において男性より女性の方が自己肯定感や積極的な将来展望を

持ちにくい状況にあることがうかがえる結果となっています。 

家庭における手伝いなどで、学校に行けなかったり、十分に眠れなかったり、まわりの子より

遊ぶ時間や勉強の時間などを減らさなければならないことについて、中学生の 3.2％、高校生の

4.4％がある（「はい」）と回答しており、いわゆるヤングケアラーの状態にあることがうかがえま

す。中学生についてはそのうちの約２割は「１日に４時間以上」手伝いや仕事をしていると回答

しており、非常に負担の大きい生活状況にある子どもがいることが示されています。 

インターネットやＳＮＳの利用については、中高生ともに「インターネットやＳＮＳで書き込

みをしたこと」は５割台、「インターネットやＳＮＳで知り合った人とメッセージやメールなどの

やりとりをしたこと」は４割台が「ある」と回答しており、多くの中高生が経験している状況が

示されています。また、「インターネットにのめりこんで勉強に集中できなかったり、睡眠不足に

なったりしたこと」については中高生ともに４割近くが「ある」と回答しており、「他人が見るこ

とのできるＳＮＳ等で自分の情報（名前や写真、メールアドレス、ＩＤなど）を書き込んだこと」

「ゲームやアプリなどで、お金を使いすぎたこと」もそれぞれ１割以上の回答があることから、

インターネットやＳＮＳの利用が中高生の日常となりつつあることを踏まえた上で、その適切な

利用についてリテラシーを高めていく必要があると言えます。 

普段の生活の中で自分の権利が守られていないと感じることについては、中学生の 19.8％、高

校生の 22.9％が「特にない」以外の何らかの場面でそのように感じることがあると回答していま

す。困っていることや悩んでいること、だれかに相談したいと思っていることについては、中学

生の 47.8％、高校生の 57.4％が「特にない」以外の何らかの困りごとや悩みの回答をしています。

一方で、困っていることや悩んでいることの相談先については、「学校の友だち」「親」という回

答が中高生ともに半数を超えている一方で、「だれにも相談できない、相談したくない」という回

答が中学生で 10.8％、高校生で 9.6％あり、約１割の中高生は相談できる人がいないと感じてい

ることが示されています。 



141 

放課後や休日を過ごす場所として、自分にとって居場所だと感じられる、落ち着いて居心地よ

くいられる場所については、「自宅の自分の部屋」「自宅の自分の部屋以外」という回答が上位と

なっている一方で、家や学校以外で、居場所になるような場所がほしいと思うかについては、中

高生ともに約４割が「思う」と回答しています。どのような場所がよいかについては、「ありのま

ま、素のままでいられる」「信頼できる人、味方になってくれる人がいる」という回答が多くなっ

ており、家や学校以外で自分らしくいられる、信頼できる人がいる居場所のニーズがあることが

うかがえます。 

地域の行事や活動への参加については、中学生の 74.4%、高校生の 66.1%が肯定的な回答（「積

極的に参加したい」と「機会があれば参加したい」の合計）をしています。一方で、参加しにく

い・していない理由については、中高生ともに「時間的にゆとりがなく、忙しいから」が最も多

く４割台となっています。また、地域の行事に参加する場合、「趣味の活動ができること」「同じ

年ごろの子といっしょに遊んだり、活動したりできること」の回答が上位となっており、行事の

実施にあたっては、日程やニーズに応じた企画が重要であることがうかがえます。 
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